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二 社 ・ 大 阪 支店 : 〒540 大 阪 市 中 央 区 城 見 2 丁目 1 番 6】 号 (ツイ ン 21MID ビ ル 23 階 ) 会 06-946-8140( 代 表 ) 
東京 支 店 :〒170 東 京都 長島 区 軍 池 袋 3 丁 目 1 番 1 号 ( サ ン シ ャ イン 50・22 階 ) 全 03-983-9351( 代 表 ) 
e 礼 村営 業 所 :〒D60 札 則 市 中 央 区 北 一 委 西 2 丁目 1 号 (札幌 時 計 台 ビル 4 階 ) 谷 011-231-77121 代 表 ) 
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* 宜 岡 営 葉 所 :〒812 掲 較 市 博多 区 坦 多 駄 市 1 丁 目 3 番号 (第 3 博多 僅 成 ビル 10 階 ) 馬 092-473-8034 (代表 ) 
広島 営 臣 所 :〒〒730 友 島 市 中 区 橋 氷 町 10 息 19 号 (広島 イン テス 5 際 ) で OH2-2Z2-0234( 代 表 ) 
サー ビス 技術 衣 ・ 〒170 東京 都 峡 島 区 東池袋 3 丁目 1 番号 ( サ ン シ ャ イン 50・22 階 ) 人 03-983-9351( 代 表 ) 
* エ 基 : 午 559 大 阪 府 高 搬 市 三 高 江 1 丁 目 | き | 号 谷 0726-77-0312( 代 表 ) 
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7 だ 格 55=5Soo〔5t】t{】 】6#l 


本 の DH-590SX | DR-5d8SX | DR-580HX 」 DH-5geHX 
癌 波数 範 箇 VHF : 144.000 一 145.995MHz - ヨ . レピータ ー に よる 交信 
UHF : 430.000 一 439.385MHZ d-9- 1 レビ ー タ ー と は 
ー | 電 波 弄 式 F8 FM) 3--. JARL 制定 レビ ピーター 用 入力 周 小 数 
ーー - ーー ゴ 8-8-3. AHB( オ ー ト レビ ピー ター セ ッ ト ) 機 能 … 
空中 線 イ ン ビ ー ダ ンス 50O --4. レビ ー タ ー の 運用 
朋 | 電 。 源 電 圧 PC 18.8V 8-10. 
開 VHF 送 信 約 5.BA 約 ヨ .5A 4. オプ 敵 2 
の 計 4-]. トー ンス ケル チ ユ ニッ りー 
仕 | 費 VHF 受 信 約 0.BA 約 0.BA 」 2 ら 7 の RM 上 ら 光 2K 
貞 UHF 送信 約 3.5A 約 10A 4- ヨ . DTMF 付 リモ コン マイ ク (EMS-8)- 
本 | 生 UHF 受信 約 D.8A 約 0.BA 4-4. セパ レー トキ ッ ト (EDO-18、EDO-2O) 
寸 法 (突起 物 含 まず ) 150(W) x50(H) x 1B3( ロ )m 150W) x50(H) x17B(D)m 5. 保守 ・ 
5- 1. アフ ター サー ビス ・ 
生 時 1.450g 1.5CO | に 
に | ロ -g. 故障 と お 考え に な る 前 に 
illa MM 人 SW 5-3. マイ クロ コン ピュ ー タ ー の メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 交換 43 
送 VHFE MID 4W 10W B. 参考 …ーー…ー…… 
送 | 人 VHF LOW 1W 5w 5- ! 
出 UHF HIGH 10W 5W 7. 定格 
人 | 方 UHF MD 4W Bw 
UHF LOW 1iW 4W 
部 | 変調 方 式 リア クタ ンス 変 笛 
最 大 周波 数 偏 移 5KHz 
ス ブ リ アス 発射 到 度 ーB ロ dB 以下 
受信 方 式 ダフ ブル スー バー ヘテロ ダイ ン 亡 式 
受 VHF : 1.BMHz/455kHz 
0 導入 UHF : 3D.BEBMHz/455kHz 
人 | 受信 感度 1edB SINAD 18dBz 
部 | 選 所 度 BkHz 以 上 /ーBdB・ 土 1PkHz 以 下 /ーBDOB 
低 周波 負荷 イン ビー ダン ス 8O 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 で 
測定 し た も の で す 。( 一 部 社内 測定 法 を 含む 。) 


画 本 取扱 説明 書 に 記載 ぶれ て いる 場合 を 除 きき 、 ケ ー ス な ど 
を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は さけ て くだ さい 。 


軒 直 章 日 光 の 当たる 所 、 暖 房 器 具 な ど 発熱 物 の 近く は さけ 
て くだ さい 。 


調 花 びん 、 化 粒 品 な ど 水 の 入っ た も の は 、 セ ッ ト の 上 に 置 


還 け 安定 化 電源 を 使用 する 場合 、 ぬれ た 手 で A 〇 電源 プ 
ラグ の 抜き 差し を 行い ます と 感電 する お それ が あり ます 。 
絶対 に し な いで くだ さい 。 


男 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 場合 、 電 源 ス イッ チ 
を すばやく DFF に し て 、 電源 コー ド を 抜い て くだ 
その うえ 速やか に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 


か な いで くだ さい 。 ま た 、 湿 気 の 多 い 所 は さけ て くだ さ 
い 。 


正本 セッ ト は D ロ 13.8V( 一 ) 接 地 用 で す 。 


へ ご 連絡 くだ さい 。 


還 チ ュー ナー、 テ レビ な ど 、 他 の 幾 器 に 妨害 を 与え る よう 
な と き は 、 距 離 を 柄 し て 設置 し こく だ さい 。 


耐 湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 暖か い 所 へ 移動 し ま 
が つく 場合 が あり ます 。 路 が つく と 製品 の 
き を 与え 、 故 障 の 原因 と な り ま す の で 、 よ く 
乾燥 させ 、 外 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


5 
で っ よー ーー 
運用 時 の ご 注意 

玉吉 波 を 発 告 する まえ に 充分 ご 注意 下さ い 。 特 に つぎ の よう な 場所 で の 運用 は 上原 


八 ム バン ド の 近く に は 、 多 く の 務 用 無線 局 が 運用 され 
て いま す 。 ご れ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発 措 する と ア 


則 と し て 行なわ ず 、 必 要 な 場合 は 管理 者 の 承認 を 得る よ 
うに し まし よう 。 


マチ ュ ア 無線 局 が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 愚 わ 始 重 航空 機内 空港 敷 地内 、 新 昌 線 束 両 只 、 業務 用 無線 局 及 
波 障害 を 起こ すこ と が あり ます の で 、 多 動 運用 な ど に は び 中 絡 司 周辺 な ど 。 
ヽ ーー ニー ンジ 
n 
王 」 
付属 品 
保証 ー コ 
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IB. 参考 。 = 上 


B-1. 申請 書 の 書き 方 


本 機 に より アマ チュ ア 無 線 局 の 申請 を する 場合 は 、 市 販 の 
申請 用 紙 に 下記 の 事項 を まち が いな く 記 載 の うえ 申請 し て 
くだ さい 。 

※ 印 の 箇所 に は 、 下 記 の 表 よ り そ れ ぞ れ の モデ ル に 該当 す 
る 事項 を 記入 し て くだ さい 。 


(無線 局 免許 申請 書 ) 


21 天沼 する 周波 数 の 字 央 、 中 線 世 力 。 昌 波 の 型式 
周波 数 草間 夫 電 波 の 型式 
144MHzi | *1 |F3, 

430MHzi | *2 1F3, 


な お 、 日 X で 申請 する 場合 は 、 第 P 級 アマ チュ ア 無 線 技士 
以上 の 資格 が 必要 で す 。 

本 機 を 使用 し て 保証 認定 を 受け る 場合 は 、 保 証 願書 の 送信 
機 系 統 図 の 欄 に 登録 番号 、 ま た は 、 送 信 機 の 機種 品番 を 記 
載 す れ ば 送信 検 系 統 図 の 記載 を 省略 する こと が 出来 ます 。 


(アマ チュ ア 局 免許 申請 の 保証 願 ) 


無 弧 設 備 等 保 誠 
登録 機 種 の 登 久 
番号 も し く は 名 称 


栓 吉 安 付 玉 数 料 


第 1 送信 機 | \ ま 6 


| 送 | 2 送信 


利 3 送 信 槍 


(工事 設計 書 ) 


草 交 付 手 数 料 
| | 4 送れ 根 計 災 付 手数 料 


欠 6 送 人 機 


泊 仁 較 面 口 送信 機 系 紙 図 | 合計 
( 妥 狐 閑 相 の 語 光 の 記載 を 全 む ) 円 


人 人 避 2 | 430MH2 帯 
和 の 和 F3 


人 肝 7 | リア フタ ンス | 


2 工事 設計 | 第 1 送信 機 | 第 2 送信 機 [交信 導 吉 大 びそ の 他 の 股上 3 に を め ら た 久作 に 半 全 し て いる 
| 朋 信 空中 
発 半 可能 | 144MH2z 帯 1 半 療 


Y 
箇 
村人 数 料 


*3 妥 


*4 vw vV w 
*5 


電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 


*B 10 | 50 

内 144MHz 帯 M57715 日 x 144MHz 油 M57786Rx 1 
430MHz 事 M57758x1 480MHz 帯 M5778B8Mx 1 

5 144MHz 得 18.8V EDW 144MHz 帯 18.8V 80W 

| 430MHz 叶 18.8V BHW 480MHz 帯 18.8V 7DW ] 
*5 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 
* ま 6 DRH-580SX DRH-58SX DH-580HX DH-58EHX 
ー44ー 


送信 
上 症 全土 人 原 ": K ーー " 処 中 了 
出力 が 出 な い 。 a. マイ クロ ホン 端子 の 差し 込み 不 完全 。] ga. マイ クロ ホン を 確実 に 差し 込ん で 下 
さい 。 
D. アン テ ナ が 接続 され て いな い 。 人 2 を 確実 に 接続 し て 下さ い 。 
レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 トー ン 居 波数 な ど レ ビー ター に よる 交 | 8- ヨ -4. トー シン エン コーダ ー 
信 の 秒 件 が 満足 し て いな い 。 3- ヨ . レビ ー タ ー に よる 交信 。 


5-3. マイ クロ コン ピュ ー タ ー の メモ リー バッ クア ッ プ 用 


リチウム 電池 の 交換 


マイ クロ コン ピュ ー タ ー は 、 リ チ ウ ム 電 池 で バッ クア ッ プ 
され て いま す 。 

し た が っ て 電源 スイ ッ チ を 切っ て も メモ リー は 保持 され ま 
す 。 


ー4 ヨ ー 


バッ クア ッ プ され な く な つた 場合 は 、 リ チ ウ ム 電 池 の 寿 
で す の で 、 電 池 の 交 換 が 必要 で す 。 

電池 の 交換 は 、 お 買い 求め いた だ いた 販売 店 、 ま た は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 下さ い 。 


rl 


8-1. モー ビル で 運 


① 取付 場所 
ご 使用 の 車種 に より 車内 レイ アウ ト は 異 り ます が 、 操作 
性 、 安全 運転 の 面 か ら 最 適 の 場所 を みつ け て くだ さい 。 
と くに 、 ひ ざ が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 選ん で くだ 
さい 。 又 、 直 接 振動 が 伝わる 場所 や 、 カ ー ヒ ー タ ー の 吹 
出し 口 な ど セ ッ ト の 温度 が 上 昇 する 場所 は さけ て くだ で さ 
い 。 


@ 電源 の 接続 方法 

本 機 は 13.BV 用 で す 。 ト ラッ ク な ご ど 64 ソ バッ テリ ー の 旨 

は 、 直 接 続 する こと は 出来 ませ ん 。 

又 、【) 接地 車 で ご 使用 くだ さい 。 まれ に ( 十 ) 援 地 車 が 

記 中 ます が その 場合 は . 最寄り の 販 吉 店 又は 当社 サー ビ 

ス 窓 口 で ご 相談 くだ さい 。 

電源 は 、13.8V を ご 使用 くだ さい 。 車載 で ご 使用 に な る 

場合 は バッ テリ ー に 直接 接続 し て くだ さい 。 シ ガー プラ 

グ を 使用 され ます と 、 電 源 の 供給 が 不安 定 に な り ま す の 
性 態 が 保持 で きま せん 。 

電源 コー ド の 赤 を ブラ ス ( 十 ) 極 に 、 黒 を マイ ナス (一) 産 

に 接続 し て くだ さい 。 祝 性 を 間違い ます と 、 ト ラン シー 

バー が 壊れ る 事 が あり ます 。 


場合 


⑬ 車 載 ア ング ル の 取付 方 法 
図 の 様 に 車載 アン グル を 車 に 取付 け 、 付 属 ビス で 本 体 を 
ブラ ケッ ト に 取付 け て くだ さい 。 


ボディ に 取り 付け る 


車載 アン グル 


( 買 通 孔 ゆ 5 以 上 を あけ た 場合 ) 
ポテ ディ M5 ナ ッ ト 


ーー MM ロワ ロ ギ フ ッ ン で 
NNEE22 の ッ シ ャ 
車 戦 ア ング ル M5 x0mm ビ ス 
〈 下 孔 と し て 4 土 0.8 を あけ た 場合 ) 


M5 平 ロッ シャ 


率 協 アン グル M5x80mm タ ッ ピ ング ビス 


の ② の モー ビル アン テ ナ の 取付 方 法 
VHF ア ン テ ナ 端子 に 144MHZ 用 アン テ ナ を 、 UHF ア 
ン テ ナ に 48UMHzZ 用 アン テ ナ を 接続 し て 下さ い 。 


144MHz 用 30MLz 用 
アン テ ナ アン テ ナ 
VHF 
本 体 アン テ ナ 幣 子 
UHF 
アン テ ナ 靖 子 


デュ アル バン ド 用 アン テ ナ (144MHz/430MHz 用 アン 
テ ナ ) を 御 使用 に な る 場合 は 、 デュ プレ クサ ー( ア ン テ ナ 
共用 器 ) が 必要 で す 。 


144MHz/430MHz 用 
アン テ ナ 
VHF ら 
本 祭 アン テ ナ 端 子 デュ ブレ クサ ー 


同軸 ケー ブル は 50 の も の を お 使い くだ さい 。 
モー ビル アン デ ナ は 車 の ボディ に アン テ ナ の 拓 台 を 設置 
する 必要 が あり ます 。 確実 に 取り 付け て くだ さい 。 


(人 
/7 


ルー フサ イド 基 台 


モー ビル アン テ ナ 取 付図 


ら -. 固定 で 運用 する 場合 


① 電 源 に つい て 

固定 局 と し て 使用 する 場合 、 安定 化 電源 (13.8V ) を ご 
用 くだ さい 。 

送信 時 GX で は 約 4 入 、HX で は 約 10A 流 れ ま す の で 安 
定 化 電 源 の 容量 に は 充分 款 拾 の ある も の で 、 高 安定 の も 
の を ご 使用 くだ さい 。 

当社 の 電源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 


接続 は 、 赤 色 が ( 十 )、 黒 色 が (一 ) と な る 様 に 付属 の リー 
ド 線 で 配線 し て くだ さい 。 . 


⑧ 固 定 用 アン テ ナ に つい て 

アン テ ナ は 、 交信 する 上 に お いて 極め て 重要 で す 。 性能 
良い 、 インピーダンス が 50D の アン テ ナ を ご 使用 くだ 
い 。 
販 さ れ て いる アン テ ナ に は 無 指向 性 の グラ ンド プレ ー 
アン テ ナ や 、 指 向 性 の 八木 アン テ ナ な ど が あり ます 。 
目的 、 設置 場所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 又 、 同 軸 
ケー ブル は 、 イ ン ビ ー ダ ンス が 50 ロ で 出来 る だ け 太 いも 
の (5D ら V 以 上 ) を 短く し て ご 使用 ぐだ さい 。 


欠 ヾ ヨ は S8 


I5. 保 守 = 上 


5-1, アフ ター サー ビス 


1. 保証 書 一 保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 贈 入 
日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 
し て くだ さい 。 

. 保証 期間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正常 な ご 使用 状態 で この 期間 内 に 万 一 故障 が 生じ た 場 


. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 


また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 要 
望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


- アフ ター サー ビス に つい て 、 ど ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ 


合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 


和正 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 


相談 くだ さい 。 


保証 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


の 販売 店 また は 当社 サー ビス 5 


に ご 相談 くだ さい 。 


5- ら . 故障 こ お 考え に な る 前 に 


受信 
電源 スイ ッ チ を 入れ て も ディ スプ レイ | a. 電源 の ( 二 ) 端 子 と (一 ) 端 子 の 接続 が | 8. ロビ 電源 コー ド ( 付 属 認 ) の 涼 色 側 を 
に 何 も 表 示し な い 。 逆 に な っ て いる 。 ( 十 ) 端 子 、 黒 色 側 を (一) 端子 に 正 し 
く 接続 し て 下さ い 。 
D. ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 D. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 に 関す る 修理 
を し た 後 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 交 
換 し て 下さ い 。 
HX :15A 
SX:4A 
C. セパ レー ト 用 の 電線 が 接続 され て い | C. セパ レー ト 用 の 電線 の コネ クタ ー を 
な い 。 確実 に 差し 込ん で 下さ い 。 
表示 が 暗い 。 圧 が 低下 し て いる 。 電源 電圧 は DO13.8V で す 。 
スピ ー カ ー か ら 彰 が 出 な い 。 8. VOL つ まみ を 反 時 計 方 向 に 絞り す | qa. VDL つ まみ を 適当 な 音量 に セッ ト 
受信 で き な い 。 ぎ て いる 。 し て 下さ い 。 


D. スケ ル チ が 閉じ て いる 。 

C. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 
d. DTMF ス ケル チ が 動作 し て いる 。 
B. マイ クロ ホン の PTT ス イッ チ が 近 


され 、 送 信 状 態 に な っ て いる 。 
f. MUTE が 働い て いる 。 


b. BL つま み を 反 時 計 方 向 に 回 し て 
下さ い 。 

C. トー ンス ケル チ を け FF に し て 下さ 
い 。 

d. DTMF ス ケル チ を ロビ F に し て 下 
さい 。 

8. すみ や か に PT スイッチ を ロビ ビ 

. に し て 下さ い 。 
f. MUTE を OFF に し て 下さ い 。 


CAN キー を 押し て も スキ ャ ン し な 
い 。 


SI つまみ の 調整 な ど ス キャン 動作 の 
条件 が 満足 し て いな い 。 


つ -8-3. ス キャ ン 動 作 


メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な い 。 


バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 寿命 。 


っ 5-3. マイ クロ コン ピュ ー タ ー の メ 
モリ ー バ ッ ク ア ッ プ 用 リチウム 電池 の 
交換 。 


4-4. セパ レー トキ ッ ト (EDO-18、ED-80) 


本 機 は 、 コ ント ロー ル 部 と 本 体 を 分 離し て の 使用 が で さま 
す 。 

その 為 の オプ ショ ン ユ ニッ ト で す 。 
EDC-18 は ケー ブル 長 が dm で 、EDO-8 ロ は ケー ブル 
長 5m で す 。 

用 途 に 合わ せ て お 選び 下さ い 。 


セパ レー トキ ッ ト の 豪 づ タ を 本 体 に 取り 付け る 。 


取付 方 法 
① 本 体側 面 の ネジ を 外し 、 本 体 と コン トロ ー ル 部 を 持続 し 
て いる コネ クタ ー を 外す 。 


@ 邊 長 ケー ブル を 本 体 と フロ ント 部 に 接続 する 。 
接続 徐 は シー ルド 部 分 を ケー ス に お と し て 下さ い 。 
本 体 の ミゾ の 部 分 に コネ クタ ー 部 を うめ 込ん で 下さ い 。 


付属 ネジ で | 
ネジ 赴 め 


ハン ガー し 曲げ て ドア に 
引っ 掛け て 下さ いい 。 


@ 本 体 は 車載 ブラ ケッ ト で 固定 し て 下さ い 。 
注 ) 本 体 を トラ ンク ルー ム や 座席 の 下 等 に 固定 され る 時 
は 、 属 通し が 良く 充分 広い 場所 に 取付 け て 下さ い 。 
X、 本 体 を シー ト や 積荷 な ど で お お わな いで 下さ い 。 


9-1. 加 部 名 称 と 機能 


3-1-1. フロ ント パネ ル 
ゆ 


FEV 


VHF VPL-S-BRL UHF 
ンー、・ の FUNC _ BELL 


MR 


人 メイ ンダ イヤ ル 


メイ ンダ イヤ ル は 送受 信 周 波数 の 変更 や 、 オ フ セ ッ ト 周 . 


波 葬 、 ト ー ン 周 浅 兄 な どの 変更 に 使用 し ます 。 
SQ コー ド や オー ト ダ イア ラー 入力 時 の コー ド の UP/ 
OWN に も 使用 し ます 。 


@1LC ロ パネ ル 
LOGD デ ィ ス ブレ イ に 送受 信 周 波 迷 、 メ モリ ー チ ヤン ネ 
ル な ど 、 そ の 時 の 状態 を 表示 し ます 。 


@MHz DOWN キー 
周波 数 を 1MHZ 単 位 で WWN させ る 時 に 使用 し ます 。 
又 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を ロロ WIN 方 向 に 選択 する の に も 
使用 し ます 。 
0.5 秒 以上 較 続 し て 押す と オー トリ ピー ト し ます 。 


@MHz UP キー 
周波 数 を 1 MHZ 単位 で UP させ る 時 に 使用 し ます 。 
又 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を い 昌 万 向 に 選択 する の に も 使 
用 レ ま す 。 
D.5 秒 以上 連続 し て 押す と オー トリ ピー ト し ます 。 


@※ 信 出力 日 /M/L 切換 え 
ディ マー スイ ッ チ 
送信 出力 の 切換 に 使用 し ます 。 ス イッ チ を 押す 毎 に 、 送 
信 出 力 が HI-*>MIDL ロ W の 原 に 変化 し ます 。 
前 面 バ ネル の 明 明 の 明る さ を 変え る の に も 使用 し ます 。 


FM TWIN BAND DE-S90 


FRI 
S.TYP 


CANCEL 
PCK 


畔 3. 控 作 方 法 


SHFT AHM CALL 
人 ADD _ ARIMIVV CALLVV 


お SCAN 
KG 


電源 スイ ッ チ 
トラ ン シ ー バ ー 本 体 の 露 源 を ON/ ロビ FF す る の に 使 
し ます 。 


@ UHF バン ドス イッ チ 
メイ ン バ ン ド を H ビ に する の に 使用 し ます 。 
サフ バン ド 操 作 を する と き に も 使用 し ます 。 


⑬ VHF バ ンド スイ ッ チ 
メイ ン バ ン ド を VHF に する の に 使用 しま す 。 
サブ バン ド 操 作 を する と き に も 使用 し ます 。 


⑨ マイ クコ ネクター 
付属 の マイ クロ ホン 、 又 は オプ ショ ン の DTMF 付 り モ 
コン マイ ク を 取付 け て 下さ い 。 


⑤ VHF ス ケル チ ツ マミ 
VHF 側 の スケ ル チ レ ベル を 設定 する の に 使用 し ます 。 
左 に 回 し 切っ た 状態 で は ザー と いう ノイ ズ が 出 て いま す 
の で 、 ゆ っ くり と 右 に 回 し て ノイ ズ が 消え る 位置 に 調整 
し て 下さ い 。 


⑪ VHF 音 時 ツマ ミ 
VHF 側 の 音量 の 調整 に 使用 し ます 。 左 に 回 し 切っ た 状 
棚 が 音量 最小 で す 。 


到 U り H ビ スケ ル チ ツ マミ 
UHF 側 の スケ ル チ レ ベル を 設定 する の に 使用 し ます 。 
左 に 回 し 切っ た 状態 で は ザー と いう ノイ ズ が 出 て いま す 
の で 、 ゆ っ くり と 右 に 回 し て ノイ ズ が 消え る 位置 に 調整 
し て 下さ い 。 


@ UHF 音 暑 ツ マミ 
UHF 側 の 音量 の 調 束 に 使用 し ます 。 左 に 
眼 が 音量 最小 で す 。 


回 


し 切っ た 状 


ファ ンク ショ ン キ ー 
ファ ンク ショ ン 機 能 を 動 企 さ せる 時 に 使用 し ます 。 
押す 毎 に 「FUNO」 の 表示 が 点灯 と 消灯 を くり 返し ます 。 


@ シフ ト / プロ グラ ム ス キ ャ ン ア ドキ ー 
シフ ト 方 向 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 時 に 使用 し ます 。 
ら つ の プロ グラ ム ス キ ャ ン エ リア の ドッ キン グ 時 に も 合 
用 し ます 。 


スキ ャ ン / メモ リー スキ ッ プ キー 
スキ ャ ン 動 作 (VF ロ スキ ャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 メ 


点灯 中 ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る こと が で きま す 。 


⑮VFO/ チ ャ ン ネ ルス テッ プ キ ー 
VFO モ ー ド を 選択 する と き に 使用 し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 を する 時 に も 使用 し ます 。 


リバ パー ス / ベル キー 
リバ ー ス 動作 を させ る 時 に 使用 し ます 。 
ベル 機能 の 設定 を する 時 に も 使用 し ます 。 


⑯ メモ リー 呼び 出し / メモ リー 書き込み キー 
メモ リー モー ド を 選択 する と ぎ に 使 月 し ます 。 
メモ リー へ の 書き 込み を する 時 に も 使用 し ます 。 


⑯ プラ イオ リティ / ス キャ ンタ イプ キー 
ブラ イオ リティ 動作 を させ る 時 に 使 月 し ます 。 
スキ ャ ンタ イブ な 選択 する 時 に も 使用 し ます 。 


キャ ン セ ル / キー ロッ クキ ー 
誤 ま っ て 周波 数 を 変え て し まっ た 時 に 押す と 元 の 周波 
に 戻り ます 。 ス キャ ン 中 に 押す と スキ ャ ンス ター ト 周波 
数 に 戻り ます 。 
キー ロッ ク 機 能 を 動作 させ る 時 に も 使用 し ます 。 


モリ ー ス キャ ン 、 AHM ス キャ ン ) の 開始 と 総 了 に 使用 レ 
ます 。 
メモ リー スキ ャ ン の スキ ッ プ の 設定 に も 使用 し ます 。 


久 AHM/AHM マニ ュ ア ル 書 込み キー 
AHM (オー トレ ビー ター メモ リー) モ ー ド を 選択 する と 
き に 使用 し ます 。 
AHM へ の マニ ュ ア ル 入 力 時 に も 使用 し ます 。 


の ミュ ー ト /ABX メ キー 
音声 ロカ を 強制 的 に 消す 時 に 使用 し ます 。 押す 和 に サブ 、 
メイ ン 、 解 除 の 順に 動作 し ます 。 
ABX 動 作 の 設定 に も 使用 し ます 。 


の ④@ コー ル 呼 び 出 し / コー ル 書 き 込 み キ ー 
コー ルモード を 選択 する と き に 重用 し ます 。 
コー ルチャ ン ネ ル へ の 書き 込み に も 使用 し ます 。 


@ トー ンス ケル チ / ビー プ 斉 キー 
トー ン エ ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー の 設定 、 ト ー ン 周波 数 
の 設定 に 使用 し ます 。 
ビー プ 音 の 〇 IN/ OFF 指 定 に も 使用 し ます 。 


4-P. DTMF ユ ニッ ト (EJ-8U) 


DSQ 機 能 や 、 オ ー ト ダイ アラ ー、 外 部 リモ コン に 必要 な 
ユニ ッ ト で す 。 
又 、 こ れ ら の 設定 や 選択 に は 、 別 に リモ コン マイ ク (EMB- 
き ) が 必要 で す 。 


取付 方 法 

①4-1. トーン スケ ル チ ユ ニッ ト の 取付 方 法 の と 向 様 に 、 
本 体 下 側 の コネ クタ ー 位 置 を 確認 し て 下さ い 。 

DTMF ユ ニッ ト を コネ クタ ー の 上 側 に 取り 付け て 下さ 
い 。 

DTMF ユ ニッ ト は 、 |C の つい て いる 方 を 下 側 (本 体 の 

基板 側 ) を 向け て 下さ い 。 

取り 付け 後 は 、 コ ネクター の まわ り の スト ッ パ ー を 押し 

て 固定 し て 下さ い 。 


部 品 を 下 便 
尊 EJ-BU 用 押す 
コネ クタ ー 


1IC の 上 に スポ ンジ テー プ を つけ て 下さ さい 。 シー ル を 外し 
て トー ンス ケル チ ユ ニッ ト E リ -7U に 固定 し て 下さ い 。 
トー ンス ケル チコ ニット E- 7 を 装 薄 さ れ て いな い 方 
は 、 本 体 に 固定 し て 下さ い 。 

②⑨ ケ ー ス を か ぶせ 、 ネジ を 止め て 下さ い 。 


4-3. DTMF 付 リモ コン マイ ク (EMS-3) 


本 体 の マイ クコ ネクター に 取り 付け て 御 使 用 下さ い 。 


①@⑧UP/DOWN キー 
本 体 付属 の マイ クロ ホン の UP/D ロ WIN キ ー と 同じ で 
す 。 
周波 数 の UP/ ロ WINN が で きま す 。 
押 レ つづ ける と オー トリ ピー ト し ます 。 


⑨PTT ス イッ チ 
本 体 付 属 の マイ クロ ホン の PTT ス イッ チ と 同じ で す 。 
押し て いる 間 は 送信 状態 に な り ま す 。 
設定 モー ド 中 に 押す と 、 そ の 動作 が 解除 され ます 。 


②⑨⑳ テ ン キ ー 
り モ コン コマ ンド の 入力 に 使用 し ます 。 
又 、 直 接 品 TMF 信号 を 送信 する の に も 使用 で きま す 。 


ロック スイッチ 
スイ ッ チ を ロッ ク す る と 、 マ イク の UP/DOWN キ ー 
が 働か な なくなり ます 。 テ ン キ ー は リモ コン 入力 を で き な 
く な り ま す 。 
マイ クロ ホン で 、 本 体 を コン トロ ー ル し た く な い 時 に 使 
用 し て 下さ い 。 


DTMF/ リ モコ ンス イッ チ 
マイ ク で リモ コン 動作 を させ た く な い 時 は 、DTMF 側 
に し て お いて 下さ い 。 テン キー か ら の り モ コン コマ ンド 
は 受け つけ ませ ん 。 テン キー は 、 送 信 中 の DTMF 信 号 
の 直接 送出 に な り ま す 。 この 時 は 本 体 スピ ー カ ー で モニ 
ター する こと は で きま せん 。 


14. オ プシ ョ ミン" 上 則 


本 機 の 機能 を 十分 に 発揮 させ る 為 に 、 オ プシ ョ ン ユ ニッ ト 
を 用 意 し て お り ま す 。 

オプ ショ ン ユ ニッ ト に より まし て は 、 本 体 に 組み 込む 為 に 、 
間違っ た 装 疹 を され ます 故障 の 原因 に な る こと が あり ま 
す 。 

取付 方 法 を よく 読ま れ て 、 正 し く 装 項 し て 下さ い 。 
取付 中 は 、 電 源 コ ネクター を 外し て お いて 下さ い 。 


EDC-18 セパ レー トキ ッ ト ら (コー ド 長 dm) 学 440H 
EDC-BH セパ レー トキ ッ ト L (コー ド 長 5m) 学 4.8DO 
EJ-7U トー ンス ケル チ ユ ニッ ト ( ロ バン ド 用 ) \9.100 


EJ-BU DTMF ユ ニッ ト ( バ ンド 用 ) 半 5.60D 
EMS-3 DTMF 付 リ り モ コン マイ ク 学 .3H 
EMG-4 標準 ハン ド マ イ ク ( モ ー ビ ル 用 、BP) 学 3.500 


4-1. トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (E ビ J-7U) 


トー ンス ケル チ 機 能 を 動作 させ る 為 に 必要 な ユニ ッ ト で す 。 
1 つの ユニ ッ ト に VHF 用 と UHF 用 の つの 回 路 を 組み 


トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を コネ クタ ー の 下 側 に 取り 付け 


て 下さ い 。 


込み 々 で いま す の で 、VHF/UHF 独立 に 指定 、 運 用 が で き 
ます 。 


取付 方 法 
① 本 体 下 側 の ビス と 両側 の ビス を 外し て 、 下 側 の カバ ー を 


外し て 下さ い 。 


外す 


フロ ント パネ ル を 手前 に し て 、 左下 に コネ クタ ー が ど つ 
ある の を 確認 し て 下さ い 。 


四 


4 


デー 
フロ ント バネ ル 


ロー 


トー ンス ケル チ ユ ニッ ト は 、| 〇 の つい て いる 方 を 上 便 
(本 体 の 芋 板 と 反対 ) に 向け て 下さ い 。 

取り 付け が 終り まし た ら 、 コ ネクター の まわ り の スト ッ 
パー を 押し て 回 定 し て 下さ ざい 。 


ju 


HU | 部 品 を 上 向き 
[ 問 
1 


Lu 
mn 


HH 


| HH 1 押す 
ーー EEJ-7U 用 コネ クタ ー 
サー ビ J-BU 用 コネ クタ ー ーーー 


② 基 板 の 衰 に スポ ンジ テー プ を つけ て 下さ い 。 シー ル を 外 
し て 本 体 に 固定 し て 下さ い 。 
ケー ス を か ぷ せ 、 ネ ジ を 止め て 下さ い 。 


ー ヨ ヨー 


ヨ -]-. し ロリ バネ ル 
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@ メイ ン バ ン ド 表 示 
メイ ン バ パン ド 便 の 時 点灯 し ます 。 メ イン バン ド 選 択 スイ 
ッ チ に より 京 灯 、 消 灯 を くり 返し ます 。 
ベル 機能 、 サ ブ バ ンド 操作 に より 点滅 する 時 も あり ます 。 


@ プラ イオ リティ 表示 
プラ イオ リティ 動作 中 に 点灯 し ます 。 


g トー ンジ エンコーダ ー 表 示 
トー ン エ ンコ ー ダ ー 動 作 中 に 点灯 し ます 。 
点灯 中 に 送信 する と トー ン 周 波数 を 出し ます 。 


トー ン デ コー ダー( ト ー ン スケ ル チ ) 表 示 
トー ン デ コー ダー( ト ー ン スケ ル チ ) 勤 作 中 に 点灯 し ます 。 
(トー ンス ケル チ 動 作 に は オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ 
ニッ トビ J-7U が 必要 で す 。 


⑬ タイ マー スタ ー ト 表示 
表示 中 に スキ ャ ン を する と タイ マー スタ ー ト と な り ま す 。 
タイ マー スタ ー ト で は 、 信 号 が 入っ て いて も 5 科 経 過す 
る と 次 の チャ ン ネ ル に 進み ます 。 


⑬ 空 チャ ン ネ ルス トッ プ 表 示 
表示 中 に スキ ャ ン を する と 空 チャ ン ネ ルス トッ プ に な り 
ます 。 
空 チャ ン ネ ルス トッ プ で は 、 信 号 が 入っ て いる と 次 の チ 
ヤン ネル に 進み 、 使 用 され て いな い チ ャ ン ネ ル を さがし 
ます 。 


の ミュ ー ト 表示 
点 灯 し て いる と その バン ド か ら 音 は 出 ませ ん 。 


リバ ー ス 表示 
リバ ー ス 動作 中 に 点灯 し て いま す 。 


JJ!1 


| | 


め @ ⑳ 


⑨ AHM 表 示 
AHM モ ー ド 中 に 点灯 し て いま す 。 


人 @ メモ リー 表示 
メモ リー モー ド 時 に 点灯 し て いま す 。 
ベル 機能 設定 中 は 点滅 し て いま す 。 


⑮ プロ グラ ム ス キ ャ ン ア ド 表 示 


ブ プログ ラム スキ ャ ン ア ド 決 態 の 時 に 点灯 し ます 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 
点灯 中 は ファ ンク ショ ン 動 作 が 可能 に な り ま す 。 


5 ABX 表 示 
A 晶 動作 中 に 点灯 し て いま す 。 


@ DS 表示 
DBQ の 状態 を 表示 し ます 。 
部 リモ コン 動作 が 可能 な 時 は 、 点 滅 し て いま す 。 


シフ ト 表 示 
シフ ト 方 向 の 表示 を し ます 。 


周波 数 、DB 品 コー ド 、 DIALL NO. 表 示 
送受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 等 の 周波 数 と DGQ コ 
ー ド 、DTMF コ ー ド の 表示 を 行い ます 。 


働 ビジ ー 表 示 
信号 を 受信 し た 時 に 点 条 し ます 。 ト ー ン スケ ル チ 、 
DTMF スケ ル チ 動 作 中 は 、 信 号 を 受信 し て も 点灯 し な 
いと と が あり ます 。 


⑯/ ロ F メー ター 表示 
受信 中 は 入力 信号 の レベ ル を 、 送 信 中 は 送信 出 カ レベ ル 
を 表示 し ます 。 


介 周波 散 デシ マル ポイ ント ・ ス キャ ン 表 示 


送受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 の 表示 の 時 は MHz で 
の 区 切り を 、 チャ ン ネ ルス テッ プ 表 示 の 時 は KHzZ、 ト ー 
ン 周 波数 の 時 は HZ の 区 切り に な り ま す 。 

メモ リー モー ド で は 、 メ モリ ー ス キッ プ が 設定 され て い 
る と 消灯 し ます 。 

スキ ャ ヤン 中 は 点 源 し て いま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 


メモ リー チャ ン ネ ル の 番号 を 表示 し ます 。 


全 オン エア ー 表 示 


送信 中 、 京 灯 し て いま す 。 ア ン ロ ッ ク 状 態 に な る と 点滅 
し ます 。 


人 送 信 出力 ミド ル 表 示 
送信 出力 が ミド ル パ ワ ー の 時 、 点 灯 し ます 。 


瑠 送信 出力 ロー 表示 


送信 出力 が ロー バ パワー の 時 、 点 灯 し ます 。 


3-1-3. リア パネ ル 


@ ら 9 @ 


0 VHF 外 部 スピ ー カ ー 進 子 

外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 

外部 スピ ー カ ー を 接続 する こ 、 こ の 端子 か ら VHF 側 の 
音声 が 出 ます 。 ご の 時 、 内 蔵 ス ピー カー か ら は UHF 側 の 
次 声 が 出 ます 。 


@ UHF/VHF- UHF ミキ シン グ 


外部 スピ ー カ ー 上 端子 

外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 

外部 スピ ー カ ー を 接続 する と 、 内 蔵 ス ピー カー は 切れ て 
この 殺 子 か な ら Y ロ ビ 側 と U ロ に 仙 の 音声 が 出 ま す 。 
VFF 外 部 スピ ー カ ー 端 子 に 外部 スピ ー カ ー を 接続 し て 、 
UHF/VHF -UHF ミ キシ ング 外部 スピ ー カ ー 鉛 子 に も 
外部 スピ ー カ ー を 接続 する と 、 UHF/VHF- り UHF ビ ミ キ 
シン グ 外 部 スピ ー カ ー 端 子 か ら は UHF 側 の 音声 が 出 ま 
す 。 


⑥ VHF ア ン テ ナ 端子 


VHF 用 アン テ ナ コ ネクター で す 。 ア ン テ ナ イン ピー ダ 
ンス は 50CJ で す 。 市 販 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス が 50O 
の 144MHZ 淀 用 の アン テ ナ を 接続 し て 下さ い 。 

接続 用 コネ クタ ー は M 型 で す 。 


② UHF アン テ ナ 端 子 


UHF 用 アン テ ナ コ ネクター で す 。 アン テ ナ イ ン ピ ー ダ 
ンス は 50O で す 。 市 販 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス が 5O 
の 431MHz 淀 用 の アン テ ナ を 接続 し て 下さ い 。 

接続 用 コネ クタ ー は M 型 で す 。 


市 販 の デュ アル バン ド 用 アン テ ナ を 件 使 用 に な る 場合 は 、 


別途 デュ プレ クサ ー を 使用 し て 下さ い 。 


@⑥ 電源 コネ クタ ー 


付属 の 電源 コー ド を 接続 し て 下さ い 。 電源 コー ド は 、 赤 
が (プラ ス ) 揺 、 時 が ー (マイ ナス ) 極 に な る 様 に 正しく 
接続 し て 下さ い 。 電源 は DD13.8V を 御 使用 下さ い 。 


3--3. AH( オ ー ト レビ ー タ ー セ ッ ト ) 機 能 


レビ ピー ター 周 波数 帯 に な る と 、 レ ビー ター アク セス に 必要 
な 条件 を 自動 的 に 設定 し ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 直 後 で は 、438MHz 台 に な り ま す と 


この 周波 数 と 設定 内 容 は 、AHM の ベー スズ ス 周 波数 を 変更 す 
る こと に より 変え る こと が で きま す 。 
その と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ と ARHM の ベー ス 周 波数 の 


88.5HZ の トー ン エ ンコ ー ダ ー と 5MHZ の オフ セッ ト 周 
波数 の 設定 を 行い ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ と が 違う と き は 、AB 幾 能 が 働か な 
いと き が あり ます 。 


3-8-4. レビ ー タ ー の 運用 

一 般 的 に 430MHZ 帯 の レピータ ー は 、 受 信 と 送信 の 周波 数 
が 5MHzZ 基 れ て いま す 。 ま た 、 信 号 に 8B.5HZ の トー ン が 
付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 


1. メイ ン バ ン ド を 、UHF 側 に し て 希望 する レビ ピー ター の 
周波 数 に 合わ せま す 。 


=. 一 シフ ト 、 トー ン ENC( ト ー ン 周波 数 B8.5HZ) を 確認 
し ます 。 

ご 注意 : 

交 

3. マイ クロ ホン の PTT ス イッ チ を な を 押し ます 。 し 〇 ロディ 


スプ レイ に 「ON AI 表示 が 灯 き 、 昌 ビ メ ー タ ー が 震 
れ ま す 。 


る 前 に 必ず その 周波 数 を 受信 し 、 他 局 か 
言 し て いな いこ と を お 確か めく だ さい 。 


4. マイ クロ ホン に 向っ て お 話し くだ さい 。 マイ クロ ホン と 
ロロ も と の 間隔 は gm 位 が 適当 で す 。 
ご 注意 : 声 が 大 きす ぎ た り 、 マイ クロ ホン に 近 ず きす ぎ 
る と 、 送 信 信 号 が 大 きく ひずみ ます 。 また 遠 す 
ぎる と 静 く て 聞き と り に くく な り ま す 。 


5. PTT ス イッ チ を は な す と 、 受 信 状 態 に 戻り ます 。 


3-10. リセ ッ ト 


* メモ リー し た 内 容 を すべ て 消去 する 場合 
LCD の 奏 示 が 異常 な 場合 
以上 の 様 な 場合 は 、 次 の 方 法 で リセ ッ ト で きま す 。 
[FUINC] キ ー を 押し た まま で 電源 スイ ッ チ を 〇 FF 
ON し て 下 た い 。 
リセ ッ ト さ れ ま す 。 


リセ ッ ト を 行う こと 、 そ れ ぞ れ 下 の 初期 億 に な り ま す 。 


VHF UHF 
表示 周波 数 | 1450DMHz | 80MHz 
メモ リー チャ ン ネル 1 15 
チャ ン ネル ステ ッ プ | 1QKHz 。 
シット 方 向 な し 
| オフ セッ ト 周 波 表 | DJBMHz 5 MHz 
トー ン エッ コー ダー な し | 
トー ン 周 波数 | BB.5Hz 
DTMF ス タル チ | な し 


メモ リー 周波 数 | 145.0DMHz(1 一 14) |433. 人 MHz(15 一 本 ) 


スキ ャ ンタ イプ | ビジ ー ス トッ プ 、 ポ ー ズ スタ ー ト 


ARM ベ ー ス | ーー 一 488MHZ 
A 日 M| ーーー |4900MHzn-U0) | 
DSQ コ ー ド 。 111 04) 

ォ オート ダ イア ラー な し 


スキ ャ ン エ ッ ジ 45HMHz(L、1U) | 438.00MHzGL、 EU)| 


ー ヨ 8 一 


3- ヨ . レビ ー タ ー に よる 交 


3- ヨ -1. レビ ー タ ー こ と は 

VHF 淀 以上 の 周波 数 の 電波 は 、 そ の 性 質 上 一 般 に 到 拉 吉 
囲 は 可視 距離 また は 地上 波 な ど で 届 く 距 離 と され て いま す 。 
し か し 、 電波 法 の 改正 に より わが 国 も レピータ ー (アマ チュ 
ア 業 務 用 中 継 局 ) の 利用 が で きる よう に な り 、 小 出 力 の ハン 
ディ トラ ン シ ー バ ー で も さら に 遠 距離 の アマ チュ ア 局 と 
信 す る こと が で きる よう に な り ま し た 。 レ ビー ター と は 自 
動 無 線 中 継 司 の こと で 、 シス テム の 原理 は 次 の こおり で す 。 
例え ば 、A 局 が レビ ー タ ー の 入力 周波 数 (f 1) で 電波 を 発射 
する と 、 レ ビー ター は その 電波 を 受信 し 、 別 の 周波 数 (f ら ) 
に 変換 し た 後 、 一 定 の 出力 で 自動 的 に 送信 し ます 。 日 局 は 、 
レビ ピー ター が 送信 し た 司 波数 (fG) を 受信 し ます 。 


戸 


局 が 送信 する 場合 は 、 こ の 逆 の 動作 を し ます 。 ご の よう 
に し て 自動 中 継が 行わ れ ま す 。 
レビ ピーター 崩 


3--. JAHRL 制定 レビ ピー ター 用 入出 力 周波 数 (430MH2z 帯 ) 


入力 周波 数 (MHZ) 出力 周波 数 (MHZ) 
434.08 439.08 
434.04 438.04 
484.nB 438.0B 
434.08 438.08 
434.10 438.10 
434.18 438.18 
434.14 438.14 
434.16 43.16 
434.18 438.18 
84.80 439.20 
34.8g 439. ロ 
434.84 439.g4 
434.8B - 489.8B 
434.28 438. ど 8 
434.30 438.30 
434.3 ら 438.3g 
434.34 438.34 
434.3B 438.36 
434.38 43 ヨ .38 
434.40 43 ヨ .40 
434.4g 439.4g 
434.44 488.44 
434.4B 439.4B 
434.48 438.4B 
434.50 4838.50 


入力 周 小数 (《MHZ) 出力 周波 数 (MHZ) 
434.58 438.5 ら 
434.54 438.54 
434.5B8 に に Riai 
434.58 43.58 
434.8D 43.60 
434.6E 43.6g 
434.B4 438.B4 
434.BB 438.BB 
434.BB 438.BB 
4834.7D 43.70 
434.7 ど 438.7 ど 
434.74 438.74 
434.76 438.76 
434.78 48.7 晶 
434.80 43.80 
434.88 439.B8 
434.84 438.84 
434.86 438.8B 
44.B8 439.8B 
434.80 439.80 
434.88 439.88 
434.84 438.84 
434.8B 439.88 
434.88 438.98 


ーd7ー 


き -]-4, マイ クロ ホン 


マイ クコ ネクター 接続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


Y GND@⑧ 
V MIOO 


PTT@ 


ロ OWN⑨ 
UP@ 


②GND(MIO) ソ 


リモコン V 


人 @ ロ CBV 


ゅ @UP/DOWN キ ー - 
送受 信 周 波数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 、 ト ー ン 周波 数 を 
UP/DOWN さ せる スイ ッ チ で す 。 押し 続け る と 運 続 し 
て 変化 し ます 。 


⑨PTT ス イッ チ 
押し て いる 間 、 送 信 状 態 に な り ま す 。 ま た 、 ス キャ ン 、 
MHZ、 周 波数 ステ ッ プ の 選択 、 ト ー ン 周波 数 の 選択 の 
動作 中 に この スイ ッ チ を 押す と 、 そ の 動作 が 解除 され ま 
す 。 


の 送信 LED 
PT 了 ス イッ チ を 押す と 点灯 し ます 。 


⑨@ UP/DOWN ロ ックス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク に する と マイ ク の UP/DOWN キ ー を 
働か な くす る こと が で きま す 。 
マイ ク で UP/DDWN し た く な い 時 に 使用 し て くだ さ 
い 。 


3--]1. 受信 の 仕方 


メイ ンダ イヤ ル MHzEA]EV] キ ー 


スケ ル チ 斉 星 ツマ ミ 


電源 スイ ッ チ を DN に する と 側 に VHF 側 の 周波 数 が 、 
右 出 に UHF 側 の 周波 数 が それ ぞ れ 表示 され ます 。 
BANH [VHF] [UHF] キ ー で 、 バ ンド を 選ん で 下さ い 。 
押さ れ た 方 の バン ド が メイ ン バ ン ド に な り 、 台 種 の 調整 が 
で きる よう に な り ま す 。 


① 周 波数 の 設定 

メイ ンダ イヤ ル を 右 に 回 すか 、 マ イク の UP キー を 押す 
と 、 周 波数 が その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ ( 初 期 値 は 10 
KH2) 分 し ます 。 
メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 すか 、 マ イク の ロロ WN キー を 
押す と 、 周波 数 が その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DDWN 
し ます 。 

MHz[A] キ ー を 押す と 、 周 波数 が 1MHz U し ます 。 
MHz[V] キ ー を 押す と 、 周 波数 が 1MH ン DDWN し ま 
す 。 
MHz[A]、[V] キ ー と 、 マ イク の UP/DOWN キ ー は 
押し つづ ける と オー トリ ピー ト し ます 。 


スケ ル チ ツ マミ の 調整 
信号 を 受信 し て いな い 周 波数 に 
スク ル テ ッ 
点灯 し 、 ス ピー カー か ら ザ ー と 音 が 出 ま す 。 
スケ ル チ ツ マミ を ゆっ くり と 右 に 回 し て ザー と いう 音 が 
消え る よう に 調整 し ます 。 
「BUSY』 の 表示 が 消 炉 し て いる の を 確認 し て 下 さい 。 


整 し て 下さ い 。 


③ 音 量 ツ マミ の 調整 
周波 数 を 調整 し て 信号 を 受信 し て 下さ い 。 
音 早 ツ マミ を 左 に 回 し 如 る と 、 音 皇 が 最小 に な り ま す 。 
音量 ツマ ミ を ゆっ くり と 右 に 回 し て 好み の 音量 に 調 束 し 
て 下さ い 。 


3-- ら . 各 モ ー ド の 説明 


各種 の 設定 や 周波 数 の 変更 な どの 探 作 に より 、 動 作 モ ー ド 
と 設定 モー ド に 分 か れ ま す 。 

動作 モー ド は VFD モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド 、 コ ー ル モ 
ド 、AHM モ ー ド に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ の モー ド で 、 送 受信 
や スキ ャ ン 、 プ ライ オリ ティ 等 が 操作 で きま す 。 
設定 モー ド で は 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 や オフ セッ ト 
周波 数 、 ト ー ン 周波 数 等 の 各種 の 設定 を 有 更 する こと が で 
きま す 。 

設定 モー ド の 詳し い 説 明 は 3-4. フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 の と 
ころ を 御覧 下さ い 。 
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変更 し た く な い 時 は 、 メ イン ダイ ヤル を 右 に 回 し て 下 
さい 。 ] クリ ッ ク 毎 に ] つ 先 に 進み ます 。 
「FUINO」 を 点灯 させ て [SCAIN] キ ー を 押す と 内 容 
が すべ て 消去 され ます 。 
入力 を 終了 し た い 時 は 、 PT スイ ッ チ 又は 、 [FUNC] 
キー を 押し て 下さ い 。VF ロ モー ド に 戻り ます 。 


83-B-. オー ト ダ イア ラー の 選択 


gd955 」 
回 MHz[A] キ ー を 
、 押す 
gg775G ag 
1 
ャ 
9 大 9 


オー ト ダ イア ラー は 4 チャ ン ネ ル あ り ま す の で 、 送 出す る 
前 に 送り た い チ ャ ン ネ ル を 選ん で お いて 下さ い 。 


1) 選択 モー ド の 呼び 出し 
リモ コン マイ ク か ら "1 4" を 入れ て 下さ い 。 
その 時 選択 され て いる チャンネル と コー ド が 表示 され 
ます 。 


) 選択 の 方 法 
選択 エー ド で MHZ[A]、[V] キ ー で 希望 チャ ン ネ ル 
を 選ん で 下さ い 。 
チャ ン ネ ル に 何 も 書き 込ま れ て いな い 時 は 、 選 択 さ れ 
ませ ん 。 


3-8-3. オー ト ダ イア ラー の 送出 


ロ 」 
! 
ロゴ 』 
! 
gg 』 


送出 中 


オー ト ダ イア ラー を 送出 し た い 時 は 、 リ モコ ンマ イク で 
“ 避 15" を 入れ て 下さ い 。 
その 時 選択 され て いる チャ ン ネ ル の 内 容 が 、 自 動 送 出さ れ 
ます 。 
その 時 に 、LCD に その 内 容 が 表示 され ます 。 

送信 中 は 、BAND[VHF]、 [UHF] キ ー を 押す と 送出 
する こと が で きま す 。 

送出 中 は 、 ス ピー カー より その 音 が 確認 で きま す 。 


3- 日 -4. DTMF モ ニタ ー 


VHF、 UHF の それ ぞ れ の バン ド で 受信 し た DTMF コ ー 
ド を 各 10 桁 記憶 し て いま す 。 

DTMF モ ニタ ー の 呼び 出し 方 法 は 、 オ ー ト ダイ アラ ー の 
設定 状態 で 、 MHZ[A]、[V] キ ー で ロ H 呈 を 選ん で 下さ 
い 。 CH の 状態 で 、 メ イン ダイ ヤル を 右 に 回 すか 、 マ イ 
ク の UP キー を 押す と 受信 し た DTMF コ ー ド を 古い 央 か 
ら 順 に 表示 し て い 圭 ます 。 

SB ロ で 交信 し た 内 容 も 記憶 し て いま す の で 、 交 信 が で き 
な い 時 の コー ド 確 認 な ど に 御 使用 下さ い 。 
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コ - フ -B. ペー ジャ ー の 動作 ペー ジャ ー の つの 呼び 出し の どれ か に 設定 し て お く と 、 1) VF ロ モー ド [VFD] キ ー を 押す と 、VFD モ ー ド に な り ま す 。 
呼び 出さ れ た コー ド 型 式 で DBQ モ ー ド を 選択 し ます 。 VFO モ ー ド で は 、 周 波数 の 変更 や 設定 モー ド の 呼び 
し が で きま す 。 
例 : プラ イベ ー ト 工 び 出し が 設定 され て いる 時 抽 5 抽 の 
直 1 ら ヨ ※ フ 78 コ 8 きま す の で 、 通 常 の 運用 時 に 使用 され ます 。 
ーー ーー 。 疾 局 O: 
周波 数 の 設定 方 法 に つい て は 8-E- 1 受信 の 仕方 を 御 
M : 84 覧 下さ い 。 
Lt ご 6 各種 の 設定 方 法 に つい て は 3-4. フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 を 
用 の 且 和 SL 御覧 下さ い 。 
二 ) 局 き 目 宮 3 4 
。 1E3XB1E  ” GDBQ 自 動 選 VFO モ ー ド で は VFD ス キャ ン 、 プロ グラ ム ス キ ャ 
グル ー ブ コ ー ド ら ン 、 VFO プ ライ オリ ティ が で ぎ ま す 。 
自 局 か ら 呼 び 出す 時 は 、 コ ー ド と モー ド の 選択 を 行っ て お [VF ロ ] キ ー 


いて 下さ い 。 ベ ル 機 能 と 併用 し ます と 、 呼 び 出 ざれ た 時 に 
音 と 表示 で 知ら せ て くれ ます 。 


[MH] キ ー を 押し て 下さ い 。 

その 時 の メモ リー チャ ン ネ ル に 入っ て いる 周波 数 と メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 

メモ リー モー ド で は 、 あ ら か じ め 記 憶 さ せ て お いた 周 


B) メモ リー モー ド 


メイ ンダ イヤ ル MHz[A][V] キ ー 


メモ リー し て お いた DTMF コ ー ド を 、 自 動 送出 する 機能 


3-8. オー ト ダ イア ラー 


DTMF コ ント ロー ル 装 置 や 、 本 携 を 外部 リモ コン で コン 
トロ ー ル する 時 な ど に 御 使用 下さ い 。 

オー ト ダ イア ラー と し て は 、 最 大 1B 杵 、4 チ ャ ン ネ ル 持 っ 
て いま す 。 
それ 以外 に 受信 し た DTMF コ ー ド を 記憶 する DTMF モ 
ニタ ー と し て 、VHF/UHF に 各 1] テ チャンネル 持 っ て いま 
す 。 


ー35ー 


ー18 一 


波数 を 呼び 出し て 運用 で きま す 。 

メモ リー チャ ン ネ ル 数 は VH ビ / リ ロビ 合せ て 8 チャ 
ン ネ ル 分 あり ます 。 ツ VHF 10 チャンネル 、UHF 18 チ 
ャ ヤン ネル と いう 分 け 方 も で きま す の で 必要 に 応じ て 振 
り 分 け と くだ さい 。 

レビ ー タ ー 周 波数 は AHM に 記憶 で きま す の で 、 レ ビ 
記 協 


させ 


モー ド で は 、 メ モリ ー ス キャ ン と メモ リー プラ イオ リ 


3- 晶 -1. オー ト ダ イア ラー の 設定 方 法 オー ト ダ イア ラー と し て 1E 桁 、4 チ ャ ン ネル 持っ て いま す 。 5 ティ が で きま す 。 
それ 以外 に DTMF モ ニタ ー と し て VHF/UHF 各 ] チャ BI (①) メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 表示 
ン ネ ル づ ブ つ 持っ て いま す が 、 ロ TMF モ ニタ ー は オー ト ダ メモ リー モー ド で は 周波 数 の ほか に も 、 メモ リー チ 
イア ラー と し て の 使用 が で きま せん 。 ャ ヤン ネル 表示 が され ます 。 
を る 又 、 ス キャ ン エ ッ ジ も メモ リー モー ド で 確認 の 表示 
1) 設定 モー ド の 呼び 出し が され ます 。 
20 4 VFD モ ー ド で 、 リ モコ ンマ イク か ら "18" を 入れ | 了 スキ ャ ン エ ッ ジ は 「]L」、「1U」、「BL」、「BU」 で メ 
軸 て 下さ い 。 5 認 モリ ー 表 示さ れ ます 。 
] "1" を 入れ る その 時 選択 され て いる チャ ヤン ネル の コー ド と 、 チ ャ ン ・ 人 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 変更 
ネル NOD. が 表示 され ます 。 MHz[A] キ ー MHZ[A]、[V] キ ー に より メモ リー チャ ン ネ ル の 
な チャ ン ネ ル NO. は 、 メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 に 出 ます 。 0 了 変更 が で きま す 。 
全 MHZ の [A]、[Y] キ ー で 希望 の チャ ン ネル NO. を 選 | 出 95 り 8 メイ ン バ ン ド が VHF (UHF) の と き は VHF(UHP) 
1 た ん で 下さ い 。 (リモ コン コマ ンド の "CO DDB" 側 の 周波 数 の み が 選 択 さ れ て 表示 され て いさ ます 。 
1 格 目 を 入れ 直す は つか えま せん 。) メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 が スキ ャ ン エ ッ ジ (「]L」ー 
cg オー ト ダ イア ラー : 1 一 4 MCA 「BU」) の 時 は 他 の モー ド (VFD、 コ ー ル 、 AHM) へ 
SRI DTMF モニ ター : 5 の 移行 や パン ド 切 り 換え は で きま せん の で 、 メモ リ 
の 則 ー チ ャ ン ネ ル を 1 一 8 に し て か ら 他 の モー ド へ の 移 
| he ) コー ド の 入力 は 泌 行 や バン ド 切 り 換え を し て くだ さい 。 
a。 」 入力 し た い コー ド を 順に 入れ て いっ て 下さ い 。 M_z[A] キ ー 
か 送信 する 持 は 最上 位 桁 よ り 送出 され ます 。 ー 
| ae 石 に 表示 され て いる 所 が 書き 替 円 507 『 
は 新規 の 書き 込み の 所 に は 「_」 の 表示 に な り ま す 。 AE 
ポ 入力 刀 中 で 訂正 し た い 時 は 、 メ イン ダイ ヤル を 左 に 回 
し て 下さ い 。] クリ ッ ク 毎 に 1 つ 前 に 戻り ます 。 本 5 明生 


骨 5 
メイ ンダ イヤ ル を 
名 に 回 す 

内 591 3 


] [MH] キ ー を 押す 


人 メ モリ ー 内 容 の 一 時 変更 

メモ リー し て ある 周波 数 や 設定 を 一 時 的 に 変更 する 
こと が で きま す 。 

周波 数 や 各種 の 設定 は V ビ ロモ ー ド て 同様 に で きま 
す が 、MHIZ[A]、[V] キ ー は 、 メモリー チャ ン ネ ル 
の 変更 に な り ま す の で 、 使 用 で きま せん 。 

一 時 変更 し た 内 容 は [M 昌 ] キ ー を 押す か 、 メ モリ ー 
チャ ン ネ ル を 変更 する か 、 モ ー ド を か える と 元 に 戻 
り ま す 。 


9 チャ ン ネ ルス テッ プ は 一 時 変更 で きま せん 。 
3) コー ルモード [CALL] キ ー を 押し て 下さ い 。 
コー ルチャ ン ネ ル (VHF :145MHz、 UHF :438MHZ) 


[FUNC] キ ー っ 


を 表示 し て メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 に 「 〇 」 を 表示 し ま 
す 。 

コー ルモード で は 周波 数 の 変更 や 、 各 種 設定 は で きま 
せん 。 

コー ルモード で 再度 [ALL] キ ー を 押す と 、 コ ー ル 
モー ド に 移る 前 の モー ド に 戻り ます 。 

コー ルモード で は コー ルプ ライ オリ ティ が で きま す 。 
VFO 又は メモ リー モー ド で 「FUN」 点灯 中 に 
[GALLW] キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル の 書き 
換え が で きま す 。 


4) ARHIM( オ ー ト レビ ー タ ー メ モリ ー) 


[FUNC] キ ー [AHM1] キ ー 


IMW] キ ー [SCAN] キ ー 


3959 


HI メイ ンダ イヤ ル を 
右 に 回 す 


97 る 
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AFM と は 、V ツ F ロ の ベー ス 周 波数 帯 で 送信 後 選 秒 以 
内 に 1 秒 以上 の 信号 を 受信 し た 時 に 、 そ の 周波 数 を 自 
動 的 に 記憶 する 機能 で す 。 学 習 機能 を も っ て お り 、 最 
近 使用 され た 周波 数 か ら 順 に 日 1 、 ら … と 記 簿 し て 
お り 、10 チ ャ ン ネ ル 分 記憶 し て いま す 。 ]0 チ ャ ン ネ ル 
以上 に な る と 一 番 古 い 10 チ ャ ン ネ ル 目 を 消去 し て 1 一 
Pa.987So コー っ 10 と し て 、1 チャンネル 目 に 一 番 
新しい 周波 数 を 記憶 し ます 。 ベ ー ス 周波 数 の 初期 値 は 
ピー ター アク セス 用 に セッ ト さ れ て いま す 。 ベ ー ス 
周波 数 と ご その と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ が 違う と き は 
記憶 され な い 時 が あり ます 。 
[AHM] キ ー を 抑 し て 下さ い 。AHM の チャ ン ネ ル 1 
の 周波 数 と 、 チ ャ ン ネ ル NO. の 「1」 が 表示 され ます 。 
メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 希望 の チャ ン ネ ル を 選ん で 下 
さい 。 

①AHM ベ ー ス 

ベー ス 周 波数 辻 は 1MHIZ で す 。 

ベー ス に は トー ン と シフ ト の 設定 が 可能 で す 。 
AHM ベ ー ス へ の 書き 込み は 、 周波 数 (MHz 以下 切 
り 捨て ) を 設定 し 、 ト ー ン と シフ ト も 必要 な ら 設 定 
し た あと に 、[FUNC] キ ー を 押し て 「FUNO」 を 
点灯 させ ます 。 

メイ ンダ イヤ ル か 、 マ イク の UP/DDWIN キ ー で メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル の 表示 を 「 骨 」 に し て [MW] キ ー を 
押し て 下さ い 。 


3-7-4. DBQ コー ド の 選択 


ょ どど ゴ 
] MHz[A] 
gz j55g 
] MHz[A] 
H 
gi ビ ヨ 


DSQ モ ー ド に よっ て DS コー ド の 選択 は 制限 され ます 。 
ブラ イベ ー ト 呼び 出し の 時 は 、 相 手 局 コー ド は 1] つ し か あ 
り ま せん か ら 自 動 的 に 相手 局 コ ー ド を 洒 択 し ます 。 

それ 以外 の 時 は 、 グ ルー プ コ ー ド が 必要 な の で つの グル 
ー プ コー ド か ら 選 択 す る 必要 が あり ます 。 


1) 選択 モー ド の 呼び 出し 
VFO 又 は メモ リー モー ド で 、 リ モコ ンマ イク の テン 
キー か ら “1 1 "が 入力 され る と 、 周 反 数 表示 の 所 に 
その 時 選択 され て いる コー ド NQ. と 、 その 内 容 が 表示 
され ます 。 


ら ) 選択 の 方 法 
選択 モー ド で 、 MHZ[A]、[V] キ ー を 押す と コー ド が 
変化 し ます 。 
希望 の コー ド を 選ん で 下さ い 。 (リモ コン コマ ンド の 
"OO8"、 "CO" も 可 。) 


) DS ロコ ー ド 選択 時 の 注意 
DS が 設定 され て いる と 選択 で きる コー ドガ 制限 さ 
れ ま す 。 
グル ー プ コー ド が 必要 な い 時 は 、 自 動 選 択 証 れ ます 。 
グル ー プ コー ド が 必要 な 時 に 選択 する 様 に し て 下さ い 。 
コー ド は VHF/UJHIF で それ ぞ れ 絢 立 で 選択 で きま す 。 


き -7-5. コー ドス ケル チ の 動作 


コー ドス ケル チ は 、 絡 の ユー ド の や り と り で 交信 時 の ス 
ケル チ を 了 開 くも の で 、 グ ルー プ コ ー ド を 使用 し ます 。 

コー ドス ケル チ で は 、 受 信 し た コー ド と 自 局 の グル ー プ コ 
ー ド と が 一 致し て いる か 判定 し 、 一 致し た 場合 は その コー 
* を 選択 し 、 以 後 交信 を 行い ます 。 


1 NO. コー ド 
時 局 一 ーーーー テ * 自 局 1: 己 34 
どら: 1 選 dーー 
3:45B 一 致 
相手 局 自 局 < 
ど グル ー プ コー ドロ 
自 局 か ら 呼 び 出 す 時 は 、 コ ー ド の 選択 を 行っ て お いて 下 で 
い 。 ベ ル 機 能 と 併用 し ます と 、 呼 び 出 され た 時 に 昔 と 表示 
で 知ら せ て くれ ます 。 


ー4 一 


例 : コー ドス ケル チ で グル ー ブ プ コ ー ド に 1 己 ## を 指 


定 し た 時 。 
1 FP 
18 
1 ら A 交信 で きる 。 
相手 司 ! ーーーーーー 一 * 1 ど # 自 局 
18D 
18※ 
1 ら # 
ワイ ルド カー ド は 、 相 手 局 か ら の 呼び 出し 時 に 内 容 が 
一 時 変更 し ます 。 


設定 直後 は ま の まま で すか ら 、 そ の まま 送信 する と 
1 己 キ と な り 、 1 # を グル ー プ コー ド に 持つ 届 し か 
スケ ル チ は 開き ませ ん 。 

グル ー プ コー ド を 1 に 変更 し た 直後 も 同じ で す 。 
相手 局 コ ー ド と し て の ワイ ルド カー ド は 設定 で きま す 
が 、DBSQ モー ド に よっ て は 書き 替わり ます の で 、 そ 
の 機能 は 働き ませ ん 。 


3-7-3. SQ モー ド の 選択 


コ 


コー ドス ケル チ 
] 
MHz[A1 
ブラ イベ ー ト 
| 呼び 出し 
MHZ[AT 
グル ー プ 
呼び 出し 
MHZ[A] 
グル ー プ 内 
プラ イベ ー ト 
呼び 出し 
MHZ[A] 


DS モー ド は 、 コ ー ド スケ ル チ ・ グ ルー プ 呼 び 出 し ・ プ 
ライ ベー ト 呼 び 出し ・ グ ループ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し の 
4 つが あり ます 。 

ペー ジャ ー の ヨ つ は 、 呼 び 出し を 受け た 時 に 自動 選択 を さ 
れ ま す 。 


1) 選択 モー ド の 呼び 出し 
VFO 又 は メモ リー モー ド で 、 リ モコ ンマ イク の テン 
キー か ら “ 〇 1 ど " が 入力 され る と 、D8 品 表示 の 
7 ロ SQ」 の 点 減 に な り ま す 。 


選択 の 方 法 
選択 モー ド で MHz[A] 又 は 、[V] キ ー を 押す と DSQ 
表示 が 変化 し ます 。 
希望 の モー ド を 選ん で 下さ い 。 (リモ コン コマ ンド の 
^O0 ヨ "、 "0" で も 可 。) 

DSQ : コー ドス ケル チ 
困 DSQ : プラ イベ ー ト 呼び 出し 
DS : グル ー プ 呼び 出し 
回 合 DS : グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 

消灯 : 口 G 品 設定 な し 

DS ロモ ー ド の 選択 が 終わ っ た ら 、 [FUNC] キ ー 又 
は 、 PTT ス イッ チ を 押し て 下さ い 。 
SQ モー ド を 設定 し て 元 の モー ド に 戻り ます 。 リ モ 
コン で “ご 0 フ " を 入れ る と 元 の モー ド に 戻り ます 。 


TO 
トン 


3) DS ロモ ー ド 選択 時 の 注意 

DBQ モ ー ド に よっ て 使用 可能 な コー ド が ちがっ て い 
ます 。 
コー ドス ケル チ ・ グ ルー プ 呼 び 出し で は グル ー プ コー 
ド が 、 ブ ライ ベー ト 呼 び 出し で は 相手 局 コー ド が 合 
され ます 。 

SQ モー ド が 変更 され た 時 に 、 使 用 可能 な コー ド に 
な る 様 に コー ド の 変更 が され る こと が あり ます 。 
AHM モ ー ド 、 コ ー ル モー ド で の ロロ モー ド の 選択 
は で きま せん 。 


ー38 一 


AHM ベ ー ス が 記憶 寺 れ ます 。 

AHM ベ ー ス を 変更 する と AR ご も 沿 時 に 変り ます 。 

VF ロ モー ド で 周波 数 を 変え て いき 、 ベ ー ス 周波 数 

常に な る と 、 ベー ス 周 波数 に 設定 し て いる トー ン や 、 

シフ ト ガ が 自動 的 に 設定 され て いま す 。 
AFHM ス キャ ン 

AHM モ ー ド で スキ ャ ン を する と 、 四 動 的 に 空 チャ 

ン ネ ルス トッ プ 、 ポ ー ズ スタ ー ト で スキ ャ ン し ます 。 
③AHM の マニ ュ ア ル 入 力 

AHM の ベー ス 局 波数 帯 で [FUNO] キ ー を 押し て 

「FUNO) を 点灯 させ て いる 状態 で [AHM] キ ー を 

押す と 、AHM の OH ] に その 時 の 周波 数 が 記 接 さ 

れ ま す 。 


3--3. スキ ャ ン 
内 958H Ne 
| NG*ー 
を 押す 
骨 り 5 4 FUNO」 貞 
] ロー タリ ー 
エン コー ダー を 回 す 
ms 
骨 け 5 ぎ IL を 所 
上 IMW] キ ーe 叶 す 
崩 59 NT 


1) 


g) 


ー14ー 


スキ ャ ン の 種類 
スキ ャ ン の 稚 類 は 下記 の 4 つが あり ます 。 
1) VFD ス キャ ン (V ツ F ロ モー ド で 可能 ) 


プロ グラ ム ス キ ャ ン (VF ロ モー ド で 可能 ) 
3) メモ リー スキ ャ ン (メモ リー モー ド で 可能 
4) ARM ス キャ ン (AHM モ ー ド で 可能 ) 
1) 3) まで は スキ ャ ンス トッ プ 条 件 と し て 下記 の ら 
つが 選べ ます 。 
如 ビジ ー ス トッ プ 
D) 空 チャ ン ネ ルス トッ プ 
1) 3) まで は スト ッ プ 後 の ス キヤ ン 有 再開 条件 と し て 
下記 の つが 選べ ます 。 
イ ) ポー ズ ス ター ト 
ロ ) タイ マー スタ ー ト 
4) は 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ こ ポーズ スタ ー ト に 固定 さ 
れ て いま す 。 


スキ ャ ン エ ッ ジ の 説明 
プロ グラ ム ス キ ヤン を する 前 に スキ ャ ン エ ッ ジ を 指定 
し て お く 必 要 が あり ます 。 


スキ ャ ン エ ッ ジ を 指定 する 場合 は 、L、U と も に 同一 バ 
ンド 内 に 設定 し て 下さ い 。 

又 、 ス キャ ン エ ッ ジ は 同一 バン ド 内 に 組 指定 する 
も で きま す 。 

スキ ャ ン エ ッ ジ を 指定 し た 場合 の スキ ャ ン エ リア に つ 
いて は 、5) プロ グラ ム ス キ ャ ン の 項 で 説明 し ます 。 
スキ ャ ン エ ッ ジ の 指定 の や り 方 は 、VFD モ ー ド で ス 
キャ ン エ リア の 下限 周波 数 を 選択 後 、[FUNC] キ ー 
を 押し て 「FUN」 を 点灯 させ ます 。 

その 後 、 ロ ー タ リー エン コー ダー で メモ リー チャ ン ネ 
ル を 「1L」 に し て [MW] キ ー を 押す と 、 下 限 が 設定 で 
きま す 。 次 に 、 ソ ビ D ロ モード で スキ ャ ン エ リア の 上 限 
局 波数 を 選択 後 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 「1U」 に 書き 
込み ます 。 

上 下限 と も 同じ 周波 数 か 、L がり より 高い 周波 数 の 時 
は 、 ス キャ ン エ ッ ジ の 指定 は 無効 に な り ま す 。 


章 


3) スキ ャ ンタ イプ の 説明 
[FUNC] キ ー [S.TYP] キ ー 


VFO ス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 メ モリ ー ス キ 


ャ ヤン で は 、 ス キャ ン の スト ッ プ 条件 と 再開 条件 と し て 、 


ビジ ー ス トッ プ / 空 チャ ン ネ ルス トッ プ と ポー ズ ス タ 


] FUNO」 京 灯 中 


] 『FUNO」 点 灯 中 


ビジ ー ス トッ プ 、 
ボーズ ス ター ト 


[BS.TYPJ キ ー を 押す 


空 チ ャ ン ネ ル 
スト ッ プ 、 
ボー ズ ス ター ト 


[S.TYP] キ ー を 押す 


空 チ ャ ン ネ ル 
スト ッ プ 、 
タイ マー スタ ー ト 


ト / タ イマ ー ス ター ト の 各 ら 種 を 選択 で きま す 。 

① ビ ジー スト ッ プ 
信号 が 入る こと ス キャ ン を スト ッ プ し て 受信 し ます 。 

@ 空 チャ ン ネ ルス トッ プ 
信号 が 入っ て いな い チ ャ ン ネ ル に な る と スキ ャ ン を 
スト ッ プ し ます 。 

ポー ズ ス ター ト 
ビジ ー ス トッ プ の 時 は 、 信 号 が 入っ て いる 間 は スト 
ッ プ を 続け 、 信 号 が な く な っ て か らら 秒 後に スキ ャ 
ン を 再開 し ます 。 
空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ の 時 は 、 信号 が 入っ て いな い 
間 は スト ッ プ を 続け 、 信号 が 入る と スキ ャ ン を 再開 
し ます 。 

② タ イマ ー ス ター ト 
ビジ ー ス トッ プ の 時 は 、 信 号 が 入っ て か らら 秒間 、 
又は 信号 が な く な っ て か らら 秒間 の どちら か 短い 方 
の 時 間 経 過す る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ の 時 は 、 信 号 が 入っ て いな い 
状態 が 5 秒間 続く か 、 信 号 が 入る と スキ ャ ン を 再開 
し ます 。 
スキ ャ ンタ イプ の 選択 方 法 は 、「FUND」 点 灯 中 に 
[ ら .TY ロ ] キ ー を 押す と 「 ロ が 点灯 し 、 「FUNO: 
点灯 中 に [S.TY ロ ] を 押す 毎 に 、「TM」、「 ロ 
TM,、 消 灯 の 順に 変化 し ます の で 、 動 作 さ せ た い 
スキ ャ ンタ イブ を 選ん で 下さ い 。 
「SP」 消 灯 中 は ビジ ー ス トッ プ 、 点 灯 中 は 空 チャン 
ネル スト ッ プ に な り ま す 。 
「TM」 消 灯 中 は ポー ズ ス ター ト 、 点灯 中 は タイ マー 
スタ ー ト に な り ま す 。 


8-7-. DS コー ド の 設定 方 法 


Nr コッ 
[ 記 日 - *O1 ロ "を 入力 
11T11T 1 コト 
」 コー ド NO. を 入れ る 
: ヽ に コー ド NO に 
U れい “1" を 入れ る 
] ] 祐 選 を 入れ る 
ト 1 ン ーー コ 9 
r 半 間 ] 格 邊 に “ 選 
ホ を 入れ る 
1 社 目 を 入れ る 
1 1 
4 桁 目 に “d" 
ょ どど 北 た を 入れ る 
] メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 す 
f > 
! メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 す 
ヽ こ 区 
が 2 
| 1 格 目 を 入れ 直す 
」 ず 子 ] 折 目 に “4" 
『! 坊 を 入れ 下す 
「 
I| メイ ンダ イヤ ル を 右 に 回 す 
い は Z リッ 選 
H 1 クリ ッ ク 台 に 
ょ 矛 に た 回 す 
| ヨ 枯 回 を 入れ る 
3 桁 目 に * ら "を 
5 入れ る と VFO 
モー ド に 戻る 


グル ー プ コー ド ] に 「48P」 が 入る 


PS コード は グル ー プ コー ド 3 個 、 自 局 コー ド 1 個 、 相 
手 局 コー ド 1 個 の 計 個 が あり ます 。 
この うち 相手 局 コ ー ド は 、D ロ SQ を 使っ た 交信 に よっ て 内 
容 が 変わ っ て し まう こと が あり ます 。 


1) 


8) 


3) 


ー コ ロー 


コー ド 設 定 モ ー ド の 呼び 出し 
VFU モ ー ド に し て か ら 、 リモ コン マイ ク か ら "10" 
を 入れ て 下さ い 。 
メイ ン バ ン ド の 周波 数 表示 が 点 淫 し ます 。 
入力 し た い コ ー ド の INO. を 入れ て 下さ い 。 

自 司 コー ド :0D 

グル ー ブ コ ー ド : 1 一 8 

相手 局 コ ー ド : 4 
入力 し た コー ド の コー ド NO. と コー ド の 最上 位 1 桁 が 
表示 され ます 。 は 
相手 局 コー ド は VHF/LJHIF で それ ぞ れ 独 立 に 持っ て 
いま す の で 、 必 要 に 応じ て それ ぞ れ 設定 し て 下さ い 。 


コー ド の 入力 
入力 し た い コ ー ド を 順に 入れ て いっ て 下さ い 。 

送信 する 時 は 最上 位 桁 か ら 避 に 送ら れ ま す 。 

点滅 し て いる 所 が 入力 する と ころ に な り ま す 。 入力 途 
中 で 商 違い を 直す と き は メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 し て 
くだ さい 。 ] クリ ッ ク 天 に ] つ 前 に 戻り ます 。 

点滅 し て いる 所 を 変更 し た く な い 時 は メイ ンダ イヤ ル 
老 右 に 回 し て 下さ い 。1 ク リッ ク 毎 に 1 つ 先 に 進み ます 。 
9 桁 目 ま で 入力 が 終了 する と VFD モ ー ド に 戻り ます 。 
入力 途中 で 終了 し た い 時 は 、 何 か 本 体 の キー を 押し て 
下さ い 。 VF ビ ロモ ー ド に 戻り ます 。 


コー ド 入 力 時 の 注意 
ペー ジャ ー 時 は 、x を コー ド と コー ド の 区 切り と し て 
使用 し て いま す の で 、 自 局 コ ー ド の 最上 位 に ※ を 指定 
する と グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し が で き な く な 
っ つて し まい ます 。 


例 : グル ー プ コー ド : 1 ヨコ 、 自 局 コー ド : % ロ 0、 
相手 局 の 自 局 コー ド : 4 巳 で 、 グ ルー プ 内 プ 
ライ ベー ト 呼 び 出 し が ある 。 

1 83※※ 1 
自 局 一 ーー 一 一 + 相手 局 J ト 呼び 出し は で きる 。 


グル ー プ 呼び 出し の 入 


1B8 xx ] 
相手 局 力 傘 中 と 区 別 で き な い 。 


自 局 


## は ワウ イル ドカ ー ド と し て の 使用 に な り ま す 。 

ワイ ルド カー ド と は 、 そ の 位置 に つい て は コー ド の 判 
定 を 無 条 件 で 一 致し て いる と する 機能 で す 。 

ワイ ルド カー ド を 使う こと に よっ て 複数 の 自 局 コ ー ド 
や 、4 つ 以上 の グル ー プ コー ド を も っ た の と 同じ 動作 
を させ る こと が で きま す 。 


3-7. DSQ(DTMF ス ケル チ ) 


DSQ と は DTMF ス ケル チ の 略称 で 、 ベ ペー ジャ ヤー 機能 


局 三 


ドス ケル チ 機 能 が あり ます 。 


DSQ を する に は 、 オ プシ ョ ン の DTMF ユ ニッ ト (EJ- 
BU) と DTMF 付 リモ コン マイ ク (EMBS-3) が 必要 で す 。 


93-7-1. DSQ の 説明 
DSQ は ペー ジャ ー と コー ドス ケル チ に 分 か れ ま す 。 


2) 


プラ イベ ー ト 呼び 出し (個別 呼び 出し ) 


ペ 


ジャ ー は 、 デ ー タ ー の 型式 で グル ー プ 呼び 出し ・ プ ラ 


イベ ー ト 呼び 出し ・ グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し に 分 
か れ ま す 。 
通常 、DG 品 で 使用 され る コー ド は 桁 で で き て いま す 。 


コー 
A 一 


ド と し て は 、 マ イク の テン キー に ある も の (0 ロー 日 、 
D、※、 #) が 使用 で きま す 。 


LCD に は 以下 の 様 な 表示 に な り ま す 。 


fa」 
ロー 昔 、 


1 っ 、 ら っ ー ロ 、 ヨー ゴ 、 4 っ ー す 、 5 っ 5 、 


B っ 中 、 フー、 昌 っ 日 、 ヨ っ ヘー 月 、 日 5 、 
ロー 、 ロ ー ロ 、※ っ 月 、 ま つっ 


1) 


ら ) 


3) 


コー ド の 分 類 

DSQ は 、 グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コー ド 、 祖 手 局 コ 
ド の つの コー ド を も っ て いま す 。 

その つの コー ド の 組み 合せ で ペー ジャ ー は で き て い 
ます 。 

コー ドス ケル チ で は グル ー プ コー ド の の み を 使用 し ます 。 
各 コ ー ド と も 8 桁 で す 。 

グル ー プ コー ド は 、 自 分 の 所 属し て いる グル ー プ の コ 
ー ド で す 。 

自 局 コ ー ド は 、 邊 分 自身 の コー ド で す 。 
相手 局 コー ド は 、 交 信 し て いる 相手 又は 交信 し た い 相 
手 の 自 局 コー ド で す 。 


コー ドス ケル チ 

コー ドス ケル チ で は 、 受 信 し た 3 桁 の コー ド が 自分 の 
グル ー プ コー ド と 一 致し た 時 に スケ ル チ を 開き ます 。 
送信 する 時 も 同じ コー ド を 送り ます 。 

本 機 は グル ー プ コー ド を つも っ て いま す が 、 受 信 し 
た コー ド の 一 致 は は つ に 対し て 比較 し て 行い ます 。 
どれ か 一 致し た 場合 は その コー ド を 自動 的 に 選択 し ま 
す 。 


グル ー プ 呼び 出し 

グル ー プ 呼び 出し の デー ター 型式 は 、 グ ルー プ コ ー ド 
桁 “※” 自 局 コ ー ド ヨ 桁 の フ 桁 で で き て いま す 。 
グル ー プ 呼び 出し を し た 場合 は 、 同 じ グ ルー プ コ ー ド 
を も つづ 局 同士 で の 交信 が で きま す 。 

本 機 は 、 グ ルー プ コ ー ド を 3 つ も っ て いま す が 、 受 信 ン 
し た コー ド と つ の コー ド と で 一 致し て いる か 比較 し 
て いま す 。 

どれ か 一 致し た 場合 は その コー ド を 選択 し ます 。 
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プラ イベ ー ト 呼び 出し の デー ター 型式 は 、 相 手 局 コ 
ド ヨ 桁 “※” 自 局 コ ー ド 紅 の 7 桁 で で き て いま す 。 
プラ イベ ー ト 呼び 出し を し た 場合 は 、 送 られ て きた 相 
手 局 コー ド と 同じ 自 局 コー ド を も つ 局 の スケ ル チ が 開 
き 、 交 信 で きる 様 に な り ま す 。 

本 機 で は 、 送 られ て きた 相手 局 コ ー ド と 自 局 の も つ 時 
局 コ ー ド が 一 致し た 時 に スケ ル チ を 開き ます 。 

又 、 送 られ て きた 自 局 コ ー ド を 、 自 局 の 相手 局 コ ー ド 
と し て 書き 替え ます 。 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 

グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し の デー ター 型式 は 、 

グル ー プ コー ド d 桁 、 相手 局 コー ド の 上 和 位 1 桁 、“※” 
自 局 コ ー ド の 上 位 1 裕 の B 桁 で で き て いま す 。 

グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し を し た 場合 は 、 同 じ 
グル ー プ コー ド を も つ 局 の うち 、 送 られ て きた 提 手 局 
コー ド の 上 位 1 格 と 同じ 上 位 ] 桁 を 自 局 コ ー ド に も つ 
局 の スケ ル チ が 開き 、 交 信 で きる 様 に な り ま す 。 

本 機 で は 、 グ ルー プ コ ー ド は 自動 選択 を 行い 、 送 られ 
て きた 自 局 コー ド を 元 に 、 相 手 局 を コー ド を 送ら れ で て 
きた 自 局 コー ド 1 桁 “X”“X ? の 桁 を 作り 相手 局 コ 
ー ド を 書き 替え ます 。 


DSQ モ ー ド の 自動 選択 

ペー ジャ ー の ご の 呼び 出し に な っ て いて も 、 送 られ て 
きた デー ター 型式 で どの 呼び 出し か 判定 し 、 そ の 呼び 
出 モー ド を 選択 し ます 。 


4) VF ビ ロス キャン 


一 


FT Tr Tr TT 


メイ ンダ イヤ ル 


[SCAN] キ ー 


[SCAN] キ ー を 押す 。 


5 


エーーー 


ES 


(デシ マル 
ポイ ント 京 泊 ) 


UP 方 向 


バン ドブ ラン 
上 限 


バン ド プ ラン 
下限 


①VFD モ ー ド で 、 ス キャ ヤン させ よう と する バン ド 内 
に スキ ャ ン エ ッ ジ が 設定 され て いな い 時 に 、[SCAN] 
キー を 押す と V ビ ロス キャ ン を 行い ます 。 

スキ ャ ン 方 向 は 、 最後 に 行っ た 周波 数 の UP/DOWN 
方 向 と 同じ に な り ま す 。 
スキ ャ ン 途 中 に 、 メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ ク の U ビ / 
DOWN キ ー に より スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

③ ス キャ ン 中 に 再度 [SCAN] キー を 押す か 、 ロ T 
キー を 押す と スキ ャ ン は 終了 し ます 。 


5) プロ グラ ム ス キ ャ ン 
[FUNC] キ ー 


ここ 
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スキ ャ ン エ ッ ジ が 設定 され て いる バン ド で [SCAN] 
キー を 押す と プロ グラ ム ス キ ャ ン を し ます 。 
『FUNO, 点 灯 中 に [AD ロ ] キ ー を 押す と 「ADD」 表 
示 が 点灯 し 、 ア ド 機 能 が 設定 され ます 。 

(し 上 =U の 時 は スキ ャ ン エ ッ ジ の 指定 は 無効 に な り 


VFO ス キャ ン に な り ま す 。) 
スキ ャ ン の 説明 で 、 バ ンド エッ ジ 下 限 は LE、 上 限 を 
UE と し て あり ます 。 
(1) ス キャ ン エ ッ ジ が 1 組 の 場合 
性 ヨ し L U UE 
1 日 1 


へ より スタ ー ト し た 時 は (LE、L) 問 の スキ ャ ン を し 
ます 。 
以下 申 よ り ス ター ト し た 時 は (し 、U) 間 、 より ス 
ター ト し た 時 は (U、UE) 間 を スキ ャ ン し ます 。 
介 ス キャ ン エ ッ ジ が 組 の 場合 
スキ ャ ン エ ッ ジ を ら 組 指定 する 時 は 1 し く 8GU に な 
る よう に 設定 し て 下さ い 。 
① (1L、1U) 、(BL、PU) が 重 な ら な い 時 
スキ ャ ン エ ッ ジ が ら 組 ある 時 は 、 ア ド 和 機能 に より 
スキ ャ ン エ リア の 連続 スキ ャ ヤン が で きま す 。 


① の 「ADD」 点 灯 中 の スキ ャ ン 


語 5 で“ 
| 
| 円 5 1u 
! 
骨 5gg gL 
( ! 
! 1 
| 末 558 gU 
1 
四 ! 

射 5 凡 


「ADD」 消 灯 中 は 、 A か ら ス ター ト し た 時 は (LE、 
1L) 間 を 、 以下 日 で は (1L、 1U)、 で は (1U、 
8L)…… EE で は (BU、UE) を スキ ャ ン し ます 。 
「ADD」 点 中 ほ 、A、 ロ 、E か ら ス ター ト し た 時 
は 「ADD」 消 灯 中 と 同じ 、 日 、D か ら ス ター ト し 
た 時 は (1 し 、1U)、 (GL、BU) 間 の 連続 スキ ャ ン 
を し ます 。 
LE 1L 1U gL EU UE 


記 上 区 


@Q①L、1U)、(GL、BU) が 電 な る 時 
「ADD」 消 灯 中 は ① の 「ADD, 適 灯 中 と 同じ エリ 
ア (A 一 三 ) の スキ ャ ン を し ます 。 
「ADD」 点 灯 中 は 、A、 で は ① と 同じ エリ ア 
(A、E) の スキ ャ ン を し ます 。 
ヨー ロ 間 か ら ス キャ ン を 開始 し た 場合 は 上 B 
は (1L、U) 下図 で は (GL、U) 喜 の スキ ャ ン を 
し ます 。 

LE 1L に 


全 さ メ 1 ニュ コー 2 
BB) メモ リー スキ ャ ン 


[FUNC] キ ー 


[GAN] キ ー 
TSKIP] キ ー 


] [SKIP] キ ー を 
押す 
同 り 5 8 
骨 5 人! 

| メモ リー チャ ン ネ ル ど 

が スキ ッ プ され る 

内 5 

! 
由 97 刀 


メモ リー モー ド で [SCOAN] キ ー を 押す と 、 メ モリ ー 
チャ ン ネ ル を 順に スキ ャ ン し ます 。 

VHF 側 で メモ リー スキ ャ ン を する と 、 ソ H ロ ビバ ンド 
の 周波 数 が 記憶 され て いる チャ ン ネ ル が 、UHF 側 で 
は UHFHIF バン ド の チャ ン ネ ル が スキ ャ ン の 対象 に な り 
ます 。 

メモ リー チャ ン ネ ル を メモ リー スキ ャ ン の 対象 か ら 外 
す 場 合 は 、「FUN」 点 灯 中 に [SKIP] キ ー を 押す と 
メモ リー チャ ン ネ ル の デシ マル ポイ ント が 消灯 し て メ 
モリ ー ス キッ プ の 設定 が され ます 。 

出荷 時 、 リ セッ ト 直 後 は 、 す べ て の チャ ン ネ ル が メモ 
リー スキ ッ プ に な っ て いま す 。 

スキ ャ ン エ ッ ジ は メモ リー スキ ャ ン の 時 に 選択 され ま 
せん 。 


3-B-3. 外部 リモ コン 


外部 リモ コン の 時 は 、DTMF 付 の トラ ン シ ー バ ー で 本 機 
の コン トロ ー ル が で きま す 。 


外部 リモ コン の 場合 は 、、 コ マン ド を 受信 


方 の バン ド を 


メイ ン バ ン ド に し て か ら コ マン ド の 実行 を 行い ます 。 


例 : UHF 側が メイ ン バ ン ド の 時 に 、VHF 側 で 
“CU ら " を 受信 し た と き 。 
① メ イン バン ド : UH ロ ビーVHF に 移る 。 
コマ ンド “OO” 実行: VHF メ モリ ー モ ー 
ド へ 。 


1) 外部 リモ コン の ON/ ロ FF 
MHz[A][V] キ ー 


[FUNC] キ ー 


外部 り モ コン は 、 DS が 設定 され て いる 時 し か ON/ 
OFF 出 来 ませ ん 。 8 品 が 設定 され て いな い 時 は 、 

外部 リモ コン は 0FF に な っ て いま す 。 9-7. DSQ 
外部 り モ コン を ON する に は 、DSQ が 設定 され て い 
る バン ド で [FUNO] キ ー を 押し て 「FUNO」 を 京 灯 
させ て から 、MHZ[A] キ ー を 押し て 下さ い 。 

DS 表示 が 京 減 し て 知ら せま す 。 


外部 リ り モ コン を ロ N に する 手順 

の ①DSQ を 設定 する 。(d-7. DBQ) 

⑤ そ の まま の バン ド で [FUNO] キ ー を 押す 。 
MHZz[A] キ ー を 押す 。 


外部 リモ コン を DF ビ す る に は 、 「FUN」 点 灯 中 に 、 
MHz[W] キ ー を 押し て 下さ い 。 

DSQ 表 示 の 点滅 が 点灯 に な り ま す 。 

DSQ の 設定 を 解除 し て も 、 外 部 リモ コン は DFF に 
な り ま す 。 外 部 リモ コン の ON/0FF は 、 VHF/UHF 
の 両 万 の バン ド に 対し て 同時 に 動作 し ます の で 、 且 側 
の パン ド だ けり リモコン の ON/ ロ FF は 出来 ませ ん 。 


438.00 で DSQ 
コー ド が 一 致 


AP の 4" を を 
受信 


BKYDID"、 


| “DO" を を 受信 


サブ 側 周波 数 が 
145.00MHz に 
な る 
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) 


ドン 


リモ コン コマ ンド “COO" "GT5" 

外 剖 り モ コン で 受け 取っ た “OODO"ー“1 "の コマ 
ンド は 、 3-B-. マイ クリ モコ ン の と き と 同 い 動作 を 
し ます 。 


周波 数 の 入力 (ダイ レク トイ ン ) 
外部 リモ コン で 周波 数 胡 入 力 す る と き は 、DTMF 付 
の トラ ン シ ー バ ー か ら “A" と 周波 数 巳 杵 また は 周波 数 
巳 桁 を 送信 し て くだ さい 。 受信 し た 周波 数 が サブ 側 の 
バン ド 内 に 入っ て いる と 、 サ ブ 便 の 周波 数 が 受信 し た 
周波 数 に な り ま す 。 
例 : UHF 側 で “A 145000" を 受信 する 。 
⑦① メ イン バン ド : VHF/UJHF っ UHF に 
な る 。 
コマンド 実 行 : VI 


F 周 波数 145MHZ へ 。 


ッ ク 機 能 


3-4-3. キー ロ 


[FUNG] [LODOCK] キ ー 
キー 


内 5 


FUNO. 点 灯 中 に FLOOK] キ ー を 押す と 、 メモ リー チャ 
ン ネ ル 表 示 の と ころ に 「 し 」 を 表示 し て 、 キ ー ロ ッ ク 状 態 に 
な り ま す 。 

キー ロッ ク 状 態 で は PTT ス イッ チ 以 外 は 受け つけ な く な 
り ま す 。 

キー ロッ ク を 解除 する に は 再度 FFUNOJ キ ー を 押し て 
「FUNO」 を 点灯 させ 、 [LOOK] キ ー を 押し て 下さ い 。 


キー ロッ ク の 手順 
①[FUND] キ ー を 押す 。(『FUNO」 が 点灯 し ます ) 
@[LOCK] キ ー を 押す 。 


3-4-4. ビー プ 音 の ON / OFF 


[FUNC] キ ー TBEEP] キ ー 


ビープ 音 の ON / ロビ F が 指定 で きま す 。 

FUNO」 点 灯 中 に [BEEP] キ ー を 押す 毎 に 、 ビー プ 音 の 
DN つ OFF つ DN と 変わ り ま す 。 

キー 操作 確認 用 の ビー プ 音 が 必要 な い 方 は 、 ビ ー プ 音 の 
DFF を 選ん で 下さ い 。 


ビー プ 音 ODN/ FF の 手順 
①[FUNC] キ ー を 押す 。(「FUNO」 が 点灯 し ます 。) 
@[BEEP] キ ー を 押す 。 


3-4-5. ベル 機能 


[FUNO1 
キー [BELL] キ ー 


5 

軸 5 六 全 ペル 機能 設定 
| 信号 を 受信 する 

NTz 
の 9 が メイ ン バ ン ド 表 示 
2 

『 骨 55 開 の 県 蔵 に な り 

ビープ 間 が 昌 る 


信号 を 受信 し た こと を 知ら せ て くれ る 機能 で す 。 


1) ベル 機能 の 設定 
FUNO」 点 灯 中 に [BELL] キ ー を 押す と メモ リー モ 
ー ド 表示 の 「M」 が 点滅 し て ベル 携 能 の 設定 が で きま す 。 


ベル 設定 の 手順 
①[FUND] キ ー を 押す 。 
@[BELL] キ ー を 押す 。 


) ベル 機能 の 動作 
ベル 機能 の 設定 中 (「M」 表 示 の 点滅 中 ) に 信号 を 受け る 
で 、 ビー Re 
トー ンス ケル チ や DS を 設定 し て いる 時 は 、 ト ー 
DS が - 東 し が いと ベル 折半 は 和 作 し ませ ん 。 
ベル 機能 を 解除 する まで メイ ン パ ンド 表示 の 点滅 が 純 
きま す 。 


ー ら 5 一 


-8-B. デュ ー プ レッ クス モー ド 


NN [FEV} 


メイ ン 
ダイ ヤル 


キー 


本 機 は ロバ ンド 同時 受信 が で きま す の で 、VHF (UHF) 
側 送信 中 で も UHF(VHF) 側 で 受信 は 行なっ て いま す 。 
VHF、 UHF で 、 そ れ ぞ れ 周波 数 を 決め て 運用 し ます と 、 
電話 感覚 の フル デュ ー プ レッ クス 運用 が で きま す 。 

同一 バン ド 内 で も 送 愛 信 の 周波 数 を か えて 運用 する セミ デ 
ユー プレ ックス 運用 が で きま す 。 


レビ ピー ター 運用 の 時 の よう に 送受 信 の 周波 数 を か えて 運用 
する 方 法 で す 。 
ー シ フ ト と サシ フト の つが 選択 で きま す 。 


メイ ンダ イヤ ル を | 
オフ セッ ト 周 波数 


回 し て 和希 望 の 
を を 選択 する 


FUNC] キ ー を 
押す 


ー ラ ルッ フ ム っ 
) 3 る お だ 


VFO 又 は メモ リー モー ド で [BHIFT] キ ー を 押す と 、 
オフ セッ ト 周 流下 と 「 一 , の 表示 が され ます の で 、 指 定 
し た い オ フ セ ッ ト 周 波数 を メイ ンダ イヤ ル で 選択 し て 
下さ い 。 

選択 後 は [FUNO] キ ー か PTT ス イッ チ を 運 す と 、 
VFO 又は メモ リー モー ド に 戻り 、「 一 」 の 表示 が 宮 灯 
し 、 設 定 が 終了 し ます 。 

オフ セッ ト 周 波数 は チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で ロー 
10.895MH ン まで 選択 で きま す 。 


[SHIFT] キ キー を 
担 す 


+( ブ ラス ) シ フト 

VFG 双 は メモ リー モー ド で [HIFT] キ ー を 押す と 、 
オフ セッ ト 周 波数 と 「 一 」 の 家 示 が され ます の で 、 指 定 
た い オ フ セ ッ ト 周 波数 和 を 選択 し て 下さ い 。 

バ 後 、 再度 [HIFT] キ ー を 押す と 、 ツ FD 又 は メ 
リー モー ド に 戻り 、「 十 」 の 表示 が 点灯 し 、 設 定 が 終 
し ます 。 


フト 設定 の 手 腹 

HIFT] キ ー を 押す 。 

メイ ンダ イヤ ル と MHz[A]、[V] キ ー で オフ セッ 
周波 数 を を 選択 する 。 

ー シ フ ト の 時 は [FUNG] キ ー を 、 サ シフ ト の 時 は 
HIFT] キ ー を 押す 。 


⑨ 9G ざ コ 由 麗 で 


8) セミ デュ ー プ レッ クス 動作 
+ シ フト (ーー シフ ト ) が 設定 され て いる 時 に 送信 する と 、 
受信 周波 数 に オフ セッ ト 周 波数 在 足し た 周波 数 (引い 
た 周波 数 ) で 送信 され ます 。 
シフ ト し た 周波 数 が オフ バン ド に な る 時 は 、「0FF』 
の 表示 が 出 て 送信 され ませ ん 。 


4) セミ デュ ー プ レッ クス 動作 の 解除 
ー シ フ ト の 時 は [HIFT] キ ー を 9 回 、 十 シフ ト の 時 
は [HIFT] キ ー を 1 回 押す と 解除 され ます 。 


ーー 


2) 


3) 


4) 


5) 


B) 


メイ ン バ ン ド の 選択 

テン キー で “CT、 "ロロ" と 入れ る と メイ ン バ ン ド 
が VHF 側 に な り ま す 。 

OPT"、 "を 入れ る と メイ ン バ ン ド が UHF 側 に 
な り ま す 。 

VHF(UHF) 側 が メイ ン バ ン ド の 時 に “OO"、5" 
CC TO “TB) を 入れ て も 変化 は あり ませ ん 。 


パワ ー 切 換 

テン キー で "CT TO"、“ フ "と 入れ る 毎 に 、 送 信 出 力 
が ハイ ー ミ ドル ーー ロー の 順 で 変化 し ます 。 

表示 も 、 消 灯 -*「MID」 つ "LOW」 の 順に 変わ り ます 。 


周波 数 、 メモ リー チャ ン ネ ル の UP/DOWN 
VFO モ ー ド で “O"、“O0"、“B” を 入れ る と 、 周 波数 が 
1MHz UP し ます 。 

メモ リー モー ド で "O"、*D"、* 日 "を 入れ る と MHz 
[A] キ ー の 時 と 同様 に メモ リー チャ ン ネ ル が 1] チャ ン 


ネル UP ロ し ます 。 
VFO モ ー ド で “O"、“0"、“ 昌 "を 入れ る と 、 周波 数 が 
1MHZDDWN し ます 。 


メモ リー モー ド で は 、] チ ャ ン ネ ル DDWINU し ます 。 

“CO"、“0D"、 “日 "は MHz[A]、“C"、YO"、 “日 " は 
MHZzLVY] キ ー と 同じ 動 吉 を し ます の で 、 SQ コー 
ド 選 択 、 は モー ド 選 択 、 オ ー ト ダイ アラ ー 実 択 で 
も 使え ます 。 

オー ト ダ イア ラー 設定 中 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 設定 中 は 
使え ませ ん 。 


DSQ の 設定 

罰 1 B kk て MR EN CI DMR オニ 
で 、D8Q コ ー ド の 設定 、 選 択 、DSQ モ ー ド の 選択 
が で きま す 。 

っ 3-7. DSQ( ロ HTMF スケ ル チ ) 


オー ト ダ イア ラー 
ONTTT、*B" や "OTTO 1" 
で オー ト ダ イア ラー の 設定 、 涯 択 、 送 出 が で きま す 。 
っ 3-B. オー ト ダ イア ラー 


| 


B) 


ーー 


周波 数 の 入力 (ダイ レク トイ ン ) 

VFO モ ー ド と メモ リー モー ド で は 、 受 信 居 波 数 の ダ 
イレ クト イン が で きま す 。 

直接 テン キー か ら 周 波数 を 6 桁 (チャ ン ネ ルス テッ プ 
が 18.5KHz の 時 は 5 桁 ) 入 れ て 下さ い 。 

B 桁 目 は けが か 局 に し て 下さ い 。 

145MHZ ち ょ うど の 時 な ど 未 尾 が に な る 時 も を 入 
れ て 下さ い 。 

メイ ン バ ン ド の 周波 数 が 変わ り ます 。 

例 :145MHz っ 1, 4. 5. 0, 0D. D 


抽 5 


18.5K ス テッ プ の 詩 は 末尾 (10KHZ 台 ) が 、 4、 己 に な 
ら な い 様 に し て 下さ い 。 
バン ド 内 で あっ た な ら ば 入力 し た 周波 数 に 表示 が 変化 
し ます 。 
入力 途中 で は デシ マル ポイ ント が 点灯 し て いま せん 。 
オフ セッ ト 周 波数 の 入力 時 に も 使え ます 。 
オフ セッ ト 周 波数 入力 の 時 は 3 桁 入力 し て 下さ い 。 

例 :0.BMHz っ ロ , D, 8 
オフ セッ ト 周 波数 入力 途中 で は 他 の キー を 受け つけ ま 
せん の で 、8 桁 入力 し て 設定 を 終了 し て 下さ い 。 


リモ コン コマ ンド の 解除 
入力 陸中 で コマ ンド を 取り 消し た い 時 は 、 本 体側 の キ 
ーー を 何 か 入 れ て 下さ い 。 


2) ARM ス キャ ン 


計 


d9g 洒 


AHM モ ー ド で [BOAN] キ ー を 押す と 、AHM の 
CH1 一 10 ま で を 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ 、 ポー ズ ス タ 
ー ト で スキ ャ ン し ます 。 

AHM モ ー ド か ら VFD ロ モー ド か メモ リー モー ド に 戻 
る と 、 元 の スキ ャ ンタ イプ に 戻り ます 。 


BANDTVHF]EUHF] キ ー 


[VF ロ 1 キー [CANCEL」 キ ー 


8) 


8) 


スト ッ プ 周波 数 の 記憶 

VFO ス キャ ン と プロ グラ ム ス キ ャ ン で は 、 ス キャ ン 
中 に スト ッ プ し て いた 周波 数 と 、 ロ ー タ リー エン コー 
ダー 又は MiCo の UP/HOWN キ ー で スキ ャ ン を 再開 、 
又は 方 向 転 撫 さ せ た チ ャ ン ネ ル を 記憶 し て お り 、 ス キ 
ヤン 終了 後に 呼び 出す 事 が で きま す 。 

スキ ャ ン 終 了 後 に [VF] キ ー を 押す と 、 一 番 最後 に 
スト ッ プ し た 周波 数 に な り 、 再 度 [VFD] キ ー を 押す 
と 、 そ の 一 つつ 前 に スト ッ プ し て いた 周波 数 に な り ま す 。 
以後 、VF ロ キー を 押す 毎 に 、 つ の 周波 数 を 交互 に 
表示 し ます 。 
スキ ャ ン 中 に ] つ し か スト ッ プ し な か っ た 場合 は スキ 
ャ ンス ター ト 周 波数 と スキ ャ ヤン スト ッ プ 央 波数 に な り 、 
スト ッ プ し な か っ た 場合 は 動作 し ませ ん 。 


キャ ン セ ルキ ー 
VFO、 プ ログ ラム スキ ャ ン で は 、 ス キャ ン 中 、 又 は 
スキ ャ ン 終 了 後 5 秒 以内 に [GANCEL] キ ー を 押す 
と スキ ャ ンス ター ト 周 波 迷 に 戻り ます 。 


10) ダブ ルス キャ ン 、 ス キャ ン 品 プ ライ オリ ティ 


1) 


ー1 ヨ 一 


スキ ャ ン 中 で も [VHF]、[UHF] キ ー で メイ ン バ ン ド 
の 変更 が で きる の で 、 メ イン バン ド を 変更 後 、 別 の バ 
ンド で スキ ャ ン や プラ イオ リティ が で きま す 。 


スキ ャ ン 中 の 注意 
スキ ャ ン 中 は 、 メ モリ ー の 書き 込み と 「ADD」 の 設定 
は で きま せん 。 


3-g-4. プラ イオ リティ 
1) プラ イオ リティ の 説明 


[PHI キ ー 一 
プラ イオ リティ は 下記 の 3 種類 あり ます 。 
]) VFD プ ライ オリ ティ 
) メモ リー プラ イオ リティ 
3) CALL プラ イオ リティ 


[CANCEL] キ ー 


プラ イオ リティ 中 は 、5 秒 と 1 秒 の 受信 を 交互 に くり 
返し ます 。 

] 秒 側 受信 中 に 信号 が 入る と 、5 秒 則 の 受信 に 延長 で 
れ ま す 。 

プラ イオ リティ の 5 秒 側 で PT 本 キー を 押す と 、PTT 
を 押し て いる 問 は 送信 し て いま す が 、PTT を 離す と 
プラ イオ リティ を 再開 し ます 。 
プラ イオ リティ の 1 秒 側 で PT キー を 押す と 、 プ ライ 
オリ ティ を な を 解除 し ます 。 
プラ イオ リティ 動作 中 に [PHI] キ ー か [GANOEL] 
キー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ 動作 を 解除 で きま す 。 
[PHI] キ ー を 押す と 、 押 し た 方 で プラ イオ リティ を を 解 
除 し 、 [CANOEL] キ ー を 押す と プラ イオ リティ を 解 
除 し て 5 秒 動作 側 に 戻り ます 。 


) VFD プ ライ オリ ティ 


VFD モ ー ド で [PRHH キ ー を 押す と 、VFO 側 を 5 秒 
受信 、 そ の 時 の メモ リー チャ ン ネ ル を ] 秒 受信 し ます 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 受 信 中 に 信号 が 入る と ら 秒 受信 に 
内 585 4 な り ま す 。 
員 5 胡 7 上 2 
3) メモ リー プラ イオ リティ メモ リー モー ド て [PH キー を 押す と 、 メ モリ ー 便 を 
5 秒 受 信 、VFOD を 1 秒 受信 し ます 。 
受信 中 に 信号 が 9 受信 に な り ま す 。 
Msg 5 VF 受信 中 に 信号 が 入る と 5 受信 に な り ます 
- ! 
上 5 1 


4) CALL プ ライ オリ ティ 


5 


{ 


5 


1 秒 


コー ルモード で [PHI] キ ー を 押す と 、 コ ー ル 側 を ロ 秒 
受信 、VFO を 1 秒 受信 し ます 。 
VFO 受 信 中 に 信号 が 入る と ら 秒 受信 に な り ま す 。 


5) 


B) 


ー]9 一 


ダブ ルプ ライ オリ ティ 、 

プラ イオ リティ 品 ス キャ ン 

プラ イオ リティ 動作 中 で も [VHF]、[UHF] キ ー で て メ 
イン バンド の 切換 え が で きる の で 、 メ イン バン ド を 切 
換え て スキ ャ ン や プラ イオ リティ 動作 が で きま す 。 


プラ イオ リティ 中 の 注意 
プラ イオ リティ 中 は 、 メモ リー へ の 書き 込み と ADD」 
の 設定 は で きま せん 。 


ド 


3-B. リモ コン 機 


NN 


3-B- 1 . リモ コン コマ ンド 

リモ コン コマ ンド は 、 ビ ロロ 0 一 15 まで あり ます 。 そ の 
うち 、CU00D CD8 は 対応 キー と 同じ 動作 を し ます 。 
CD ローC 1 5 は 、 DBQ コ ー ド 設定 中 と オー ト ダ イア ラ 
一 設定 中 は コー ド の 入力 に な り 、 リ モコ ンコ マン ド と し て は 
動作 し ませ ん 。 また 、 オ フ セ ッ ト 設 定 中 は 0、 0 ヨ 
は 動作 し ませ ん 。 

リモ コン コマ ンド は 、 マ イク リモ コン と 外部 リモ コン で は 
共通 で す 。 

周波 数 の 入力 方 法 は 、 マ イク リモ コン と 外部 リモ コン と で 
違い が あり ます 。 


周波 数 入力 方 法 

マイ クリ モコ ン : 周波 数 選 桁 キロ また は 己 
(16.5kHZ ス テッ プ で は 周波 数 桁 の み ) 

外部 リモ コン : “A" 十 周波 数 5 桁 二 また は 5 
(]g.5kHz ス テッ プ で は “A" 十 周波 数 
本 


マイ クリ モコ ン に は オプ ショ ン の DTMF 付 リモ コン マイ 
ク (EMB-3) が 、 外 部 リモ コン に は オプ ショ ン の DTMF 
付 マイ ク (EMS-3) と DTMF ユ ニッ ト (EJ-BU) が 必要 
で す 。 

リモ コン に は 、 マ イク の テン キー で コン トロ ー ル する マイ 
クリ モコ ン と 、 受 信 し た DTMF 信 号 で コン トロ ー ル され 
る 外部 リモ コン と が あり ます 。 


コー ド | 対応 キー 動 作 
CO | CANCEL. | キャ ン セ ル 機 能 


GOQ1 VF0 VF ロ モー ド 呼 び 出 し 


COE|  MH | X モ リー モー ド 呼 び 出 し 
CO03| CALL | コー ルモード md し 
CO4| AHM |AHM モ ー ド 呼 び 出 し 
CD5 | BAND VHF | VHF 全 を メイ ン バ ン ド に する 
DOB | BAND UHF | UHF 人 負 を メイ ン バ ンド に する 
COZ| H/M/L | ワーg 史 

DOB | MHzA | 同 波 数 を IMHzUP 
COB| MHz ツ | 周波 数 を IMHZDOWN 


G10 DS ロコ ー ド 設定 
G11 DS コー ド 選 択 
1 どら DSQ ロ モード 選択 
G13 オー ト ダ イア ラー 設定 
G14 オー ト ダ イア ラー 選 
C15 オー ト ダ イア ラー 送出 


d-B-. マイ クリ モコ ン 

マイ クリ モコ ン の 時 は 、 オ プシ ョ ン の リモ コン マイ ク の テ 
ン キ ー で 操作 し ます 。 

リモ コン コマ ンド は 、“O" 数 字 ら 桁 ( コ ロー 1 5) を 入れ 
る と 、 メ イン バン ド に 対し て その コマ ンド を 実行 し ます 。 


1) モー ド の 呼び 出し 
テン キー で “"O"、“D"、“] "と 順に 入れ る と 、 [VF ロ ] 
キー を 押し た 時 と 同様 に 、VF ロ に な り ま す 。 
*O"、 YO"、“" ら "で は [MH] キ ー、“O"、“O"、 "で 
は [CALL] キ ー を 、“"O"、“ ロ "、"4" で は [ARM] キ 
ーー を 押し た の と 同様 に それ ぞ れ の モー ド に な り ま す 。 
コー ルモード で "CO"、“ ロ "、 コ "を 入れ る と 、 コ ー ル 
モー ド に 移る 前 の モー ド ( ツ ビリ ロー コ ー ル の 時 は VFD、 
メモ リー っ コー ル の 時 は メモ リー) に 戻り ます 。 


ーPBー 


3) 


サブ バン ド 操 作 中 の 注意 

サブ バン ド 側 で スキ ャ ン 中 は 、 周波 数 の UP/DOWN 
は 出来 ませ ん 。 ス キャ ン 方 向 の 変更 に な り ま す 。 サブ 
バン ド 側 で プラ イオ リティ ー 中 は 、 サ ブ バ ンド 操作 に 
し て も 周波 数 と 動作 に 変化 は 有り ませ ん 。 

サブ バン ド 拘 作 に する と ABX は 解除 ぐれ ます 。 

サブ バン ド 操 作 中 は リモ コン コマ ンド の 受付 は し ませ 


ん 。 


3--5. トー ンス ケル チ 機 能 
メイ ンダ イヤ ル 


トー ンス ケル チ 機 能 を 動作 させ る に は 、 オ プシ ョ ン の トー 
ンス ケル チ ユ ニッ ト EE リ -7U が 必要 で す 。 

あら か じ め 指 定 し て いる トー ン 周 波数 を を 高 ん だ 信号 の み 愛 
信 す る 機能 で す 。 


四 に 人 間違っ て 、 周 波数 を を 変え て し まっ た 時 や スキ ャ ン 動 作 プ ラ 5 ー 
き -5. キャ ン セ / し 機能 イオ リティ 動作 を させ た 時 に 、 元 の 周波 数 に 戻す 機能 で す 。 NE 
1) トー ンス ケル チ の 設定 
nurmummm ロ 1) 間違っ て 周波 数 を 変え て し まっ た 時 5 VF ロ モー ド 、 又は メモ リー モー ド で [TDNE] キ ー 
PE ニニ On ロ nnnーc 局 波数 を 変え て 5 秒 以内 に [DANCEL] キ ー を 押す 3 ー を 押し て 下さ い 。 その 時 の トー ン 周 波数 と 「ENC」 が 
と 、 そ れ 以 前 に 5 秒 以上 偽 止 し て いた 周波 数 に 戻り ま 0 KC 表示 され ます 。 その 状態 で 指定 し た い ト ー ン 周 流 数 を 
す 。 5 選ん で 下さ い 。 
送信 し て いる 間 は 5 秒 問 の 停 上 上 タ イマ ー で カウ ント レ すり 選択 後 、 再 度 [TONE] キ ー を 押す と VF ロ 又は メモ 
ませ ん か ら 、 交 信 の 途中 で 周波 数 を 変え る 時 に 使用 す リー モー ド に 戻り 、「ENO」、「DEO」 の 表示 が 点灯 
[CANCEL] キ ー る と 便利 で す 。 1 し 、 設 定 が 完了 し ます 。 
例 : 周 液 政 を さがす つっ 空 チャ ン ネ ル チ ェ ッ ク ー に 
AE を 押す 一 空 チ ャ ン ネ ル を 相手 1 由 5 中 PRE ご 光 
還 メイ ンダ イヤ ル で トー ン 周 波数 を 漢 択 。 
) 商品 っ て スキ ャ ン 動 作 を させ た 時 ⑤[TONE] キ ー を 孝 す 。 
スキ ャ ン 終 了 後 5 秒 以内 、 又は スキ ャ ン 中 に [GANOEL] 
キー を 押す と スキ ャ ンス ター ト 居 波数 に 戻り ます 。 ) トー ンス ケル チ 機 能 の 動作 
トー ンス ケル チ 動 作 中 は 、 信 号 を 受信 し て も 指定 し た 
3) 間違っ て プラ イオ リティ 動作 を させ た 場合 トー ン が 含ま れ て いな いと スケ ル チ が 開か ず 、 音 は 聞 
プラ イオ リティ 動作 中 に [CANOEL] キ ー を 押す ぐ 、 こえ ませ ん 。 又 、「 日 UY」 の 表示 も 点灯 し ませ ん 。 
ブラ イオ リティ 動作 を させ た モー ド に 戻り ます 。 指定 し た トー ン を 受信 する と スケ ル チ は 閲 き 、 音 が 聞 
こえ ます 。 又 、「UBY」 の 表示 も 点灯 し ます 。 
4) 設定 中 の キャ ン セ ル 機 能 
設定 中 で も キャ ン セ ル 和 機能 は 働い て いま す 。 
オフ セッ ト 周 波数 や トー ン 周 波数 、DTMF ス ケル チ 3) トー ンス ケル チ 機 能 の 解除 
の コー ド オ ー ト ダイ アラ ー の 設定 中 で も キャ ン セ ル 機 出 55 END」、 "DE 点灯 中 に [TONE] キ ー を 押す と 、 
能 で 元 に 戻せ は ます 。 「ENC」、「 ロ EO」 の 表示 は と も に 消灯 し 、 ト ー ン ス 


[TONE] キ ー を 
! 埋 す ケル チ 機 能 が 解除 ぐれ ます 。 


5) キャ ン セ ル 機 能 で の 注意 
トー ン 周 波数 や オフ セッ ト 周 波数 の 設定 を 行っ た 時 、 貞 5 品 
メモ リー モー ド か ら VFD モ ー ド へ 移る よう な モー ド 
の 変更 を し た 時 は 、 設 定 終了 後 の 周 没 数 や モー ド の 変 
更 後 の 周 波数 の 記 協 に な り ま す 。 


トー ン 周 波数 一 覧 表 (単位 : H2) 4) トー ンス ケル チ 運 用 上 の 注意 

トー ンス ケル チ 動 作 中 は 信号 を 受信 し て も BUSY: 
BZ.0 71.9 74.4 77.0 79.7 86.5 
者 3 こま PP BI が 点灯 し な い 時 が あり ます の で 、 ト ー ン スケ ル チ 運 
103.5 107.g 110.9 114.H 118.8 jp3 0 の 前 に は 、 ト ー ン スケ ル チ 機 能 を 解除 し た 状態 で その 
197.3 131.8 196.5 141.9 146.5 151.4 0 人 で れ で じ J な いこ ご を 壇 認 じ て が ら 通 用 じ 
188.7 16P.8 167.9 178.8 179.9 1B6.P さい s 
0320 も 0 6 2 トー ンス ケル チ 機 能 を 解除 し て も 、5 秒 以内 に 
8 8503 6 ] [OGANCEL] キ ー を 押す と トー ンス ケル チ 設 定 状態 

に 戻す こと が で きま す 。 


と アー ー8 ロ 一 


3--B. ABX( オ ー ト バン ド エ ク スチ ェ ン ジ ) 


[FUNC] キ ー 


[ABX] キ ー 


1) ABX の 説明 
FUN ビ 」 点 和 中 に [ABX] キ ー を 押す と 、ABX の 
設定 が で きま す 。 
ABX の 設定 中 は 、 サ ブ バ ンド 側 で 信号 を 受信 する こと 
一 時 的 に メイ ン バ ン ド の 切換 え を 行い 、 信 号 が な く な 
る と 元 に 戻り ます 。 
メイ ン バ ン ド の 切換 え 中 に PT スイ ッ チ を 押す と 
ABX を 解除 し ます 。 


ム A 日 X の 設定 手順 ①[FUNO] キ ー を 押す 。 
@LABX] キ ー を 押す 。 


) ABX と プラ イオ リティ の 同時 動作 
サブ 出 で プ ライ ズリ ティ 動作 中 に 、 A 日 X 動 作 で メイ 
ン バ ン ド の 切換 え が あ っ た 時 は 、 ブ プラ イオ リティ 動作 
は 一 時 宛 止 し て いま す 。 


3) ABX 中 の 注意 
ム ABXX 動 作 で メイ ン バ ン ド が 切換 わっ て いる 陸 は 、 
PTT ス イッ チ 以 外 は 受け 付け ませ ん 。 
ー メ イン バン ド 側 で 送信 中 は 、 サ ブ 側 に 信号 が 入っ て も 
メイ ン バ ン ド の 切換 え は 行わ れ ま せん 。 
サフ バン ド 操 作 に より ABX は 解除 され ます 。 


3- 選 -7. AF ミュ ー ト 機能 


BEDRZGESookoi 


一 方 の バン ド の 音声 出力 を 強制 的 に 消す こと が で きま す 。 
[MUTE] キ ー を 押す 毎 に サブ ミュ ー ト 、 メ イン ミユ ュー ト 、 
ミュ ー ト 解除 の 順に 動作 し ます 。 


[MUTE] キ ー 
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ミュ ー ト 中 は 、 ミュ ー ト の か か っ て いる バン ド に 「MUTE」 
3 『 点 林 し て いま す 。 
H に 一 方 の バン ド の み 間 きた い 時 に 使用 し て 下さ 


送信 する 場合 は 、 送 受信 周波 数 が 同じ シン プレ ックス モー 
ド と 、 送 受信 周波 数 が 異な る デュ ー プ レッ クス モー ド が あ 
り ま す 。 

送信 中 は 「ON AIH」 の 表示 が され ます 。 
送信 され る と き ぎ は 、 箇 流 胡 発射 し よう と する 周波 数 が 使 
され て いな いと と を 確認 し て か ら 送 信 し て 下さ い 。 


3-3-1. シン プレ ックス モー ド 


送信 し た い 周 波数 を 選択 し て 下さ い 。 
PT キー を 押す と 送信 し ます の で 、 マ イク ロホ ン に 向 か 
っ て 話し て 下さ い 。 

PTT キ ー を 離す と 受 1 


戻り ます 。 


ー ら 1 一 


3) ベル 機 能 の 解除 
ベル 機能 を 解除 し た い 場 合 は 、「FUNO」 点 灯 中 に 
[BEILL] キ ー を 押す か 、PTT ス イッ チ を 押し て 送信 
し て 下さ い 。 
[BELL] キ ー を 押し て 解除 し た 場合 は メイ ン バ ン ド 
の み 明 除 され ます 。 
PTT ス イッ チ を 押し て 解除 し た 場合 は 、 VHF/U ロ ビ 
と も に 解除 され ます 。 


4) ベル 機能 で の 注意 
信号 を 受信 し て いる 時 に ベル 機能 を 設定 し ます と 、 設 
定 終 了 後 す ぐに ベル 機能 が 動作 し て し まい ます の で 、 
信号 を 受信 し て いな い 時 に ベル 機能 を 設定 し て 下さ い 。 


3-4-B. ディ マー 機能 
[FUNO コ キー 


[DIM] キ ー 


LOD の 器 明 を ど 段 階 で 切換 え で きま す 。 
「FUNO. 点 灯 中 に [IDIM] キ ー を 押す と し 照明 が 変化 
し ます 。 好み の 明る さ を 選 ん で 下さ い 。 


ディ マー の 手 居 
①[FUNC] キ ー を 押す 。 
[DIM」 キ ー を 押す 。 


9d-4-7、 サブ バン ド 操 作 
IFUNO] キ ー 


[VHF]IUHF] キ ー 
ルー 


当所 に 


送信 バン ド は その まま で 、 サ ブ バ ンド 便 の 周 小数 等 変更 
する 機能 で す 。 

交信 中 に 、 サ ブ バ ンド 側 の 下 作 を する と き に 使用 し ます 。 
「FUND」 点 灯 中 に BAND[VHF] か [UHF] キ ー を 押す 
と 、 サ ブ バ ンド 操作 に な り サ ブ バ ン \ 出 束 る よう に 


な り ま す 。 サ ブ バ ンド 操作 中 は 、 メ イン バン ド 側 の バン ド 


3 [PTT]】 ス イッ チ を 押す と 
VHF 側 で 送信 に な る 。 


ー 出し は UHF 側 に な る 。 


UP/DOWIN、 モ ー ド 呼び 


表示 が 点灯 、 サ プ バ ンド 側 の バン ド 表 示 が 点滅 に な り ま す 。 
サブ バン ド 操 作 中 に 、[VHF][UHF] キ ー を 押す と サブ 
バン ド 操 作 は 衣 除 され ます 。 
リブ バン ド 操 作 は 、 送 信 中 で も 可能 で す 。 


MHz[A]LV] キ ー 


]) 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の UP/DOWN 
マイ ク の UP/DOWN キ ー を 押す 毎 に 、 チ ャ ン ネ ル 
ステ ッ プ 単位 で サブ 側 周波 数 の UP ピ /D ロ WN が 出来 
ます 。MHz「[A]V] キ ー を 押す 毎 に 、VFD モ ー ド 


で は 1MHZ の 、 メ モリ ー モ ー ド で は メモ リー チャ ン ネ 
ル の UP/D け けり WIN を し ます 。 

ロー タリ ー エ ンコ ー ダ ー で の 周波 数 の UP/DOWN 
は 出来 ませ ん 。 


[VFO] キ ー MR] キー 


[CALL] キ ー 


) VFO/ メ モリ ー/OALL モ ー ド の 呼び 出し 
[VFO]、 [MRH]、[CALL] キ ー を 押す と 、 それ ぞ れ 
VF ロ モー ド 、 メモ リー モー ド 、 CALL モード に な り 
ます 。OALL モ ー ド で [OALL] キ ー を 押さ れる と 、 
その 前 の モー ド に 戻り ます 。 

[ARM] キ ー を 押し て 、 直 接 AHM モ ー ド 友 呼 び 出 す 
こと は 出来 ませ ん 。 
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5) リバ ー ス 動作 
デュ ー プ レッ クス 動作 中 に [HEV] キ ー を 押す と 、 送 
信 周 流 数 と 受信 周波 数 を 入れ か えて 動作 し ます 。 
リバ ー ス 状態 で PTT ス イッ チ 以 外 の キー を 押す と 、 
リバ ー ス 動作 を 解除 し ます 。 
リバ ー ス し た 周波 数 が DFF バ ンド に な る 時 は リバ ー 
ス し ませ ん 。 


3-9-d. 送信 出力 の 切換 

送信 出力 HI!( ハ イ ) 7/MID( ミ ドル ) 7/LOW( ロ ー) の 8 彼 
階 で 切換 える こと が で きま す 。 
EH/M/L] キ ー を 押す 毎 に ハイ っ ミド ルー ロー の 順に 変 
化し 、 消 条 … "MID 点灯 っ 「LOW」 点 入 の 央 で 表示 が か わ 
り ま す 。 

交信 する の に 適切 な レベ ル に し て 使用 し て 下さ い 。 


HI MID LOW 
SIVHF| 約 1IDW | 約 4W 約 1W 
X|UHF| 約 IDW | 約 4W 約 1W 
日 |VHF| 約 45W | 約 J0W 約 5W 


X| UHF | 約 35W | 約 8W 約 4W 


8-9-4. トー シン エ ン コー ダー 動作 


メイ ン 
ダイ ヤル [FUNC] キ ー 


[TOINE] キ ー 
BB5 
| メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 
希望 の トー ン 周 波 八 を 選ぶ 
ee 
山 唱 
] [FUINC] キ ー な 
押す 
相 
沿 555 


トー ン 周 小数 一 覧 表 (単位 2) 


57.0 7 744 7 79.7 88.5 
本 4 8B5 引 .5 84.8 7.4 100.0 
I08.5 107 10.8 4.8 IIB.8 18.0 
17.3 131.B 136.5 141.3 146.2 1851.4 
156.7 15e.P 17.9 173.8 178.8 18B6.8 
186.B 03.5 本 0.7 8B.1 6e5.7 893.6 
E41.8 850.3 


送信 する 倍 写 に 、 指 定 し た トー ン を 入れ て 送る 機能 で す 。 
レビ ピー ター 運用 や 、 ト ー ン スケ ル チ 運 用 する 時 に 必要 で す 。 


1) トー シン エン コー ダー の 設定 

F ロ 又は メモ リー キー ド の 時 に [TDNE] キ ー を 近 
と 、 その 時 の トー ン 周 波数 と END」 の 表示 が され 
す 。 

イン ダイ ヤル で 指定 し た い トー ン 周 波数 を 選ん で 下 
い 。 

羽後 に [TDNE]J キ ー と [OAINDEL] キ ー 以 外 を 
す と VFO 又 は メモ リー モー ド に 戻り 、「ENO」 の 
表示 が 点灯 し 、 設 定 が 完了 し ます 。 


著 仙 XX メ 引く 


ト 守 ジ エ ジ コー ダ 国 
④[TONE] キ ー を 押す 。 
メイ ンダ イア ル で トー ン 周 波数 を 選択 する 。 
[FUNO] キ ー を 押す 。 


) トー シン エン コー ダー 動作 
トー ン エ ンコ ー タ ダー 設定 中 に 送信 する と 、 指 定 し た ト 
ー ン を 含ん だ 信号 を 送信 し ます 。 


3) トー ン エ ンコ ー ダ ー の 解除 
EN 点灯 中 に [TDNE] キ ー を 回 押す と 「ENO」 
の 表示 は 消え て トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設定 が 解除 され 
ます 。 


3-4. ファ ンク ショ ン 機 能 


3-4-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 


メイ ン 
ダイ ヤル [FUNO] キ ー 


チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 する 


[CH.SP] キ ー 
』 
! ロ 
1 メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 希望 の 
j5 
! 
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VF ロ モー ド で FUNO」 点 灯 中 に [VFO] キ ー を 押し て 
下さ い 。 

その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 

メイ ンダ イヤ ル を 回 し て チャ ン ネ ルス テッ プ を 選ん で 下さ 
い 。 

[FUNC] キ ー か PT 本 スイ ッ チ を 押す と VFD モ ー ド に 
戻り 、 選ん だ チャ ン ネ ルス テッ プ に な っ て いま す 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ 選 択 の 手順 

①[FUNC]J キ ー を 押す 。(FUNO」 が 点灯 し ます 。) 

@[VFO] キ ー を 押す 。( チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 表示 に な り 
ます 。) 

メイ ンダ イヤ ル を 回 し て チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 する 。 

⑨⑳[FUNC] キ ー か PTT ス イッ チ を 押す 。 


ご 5 ドー10Kー1P5KーI5K ド っ KK つ 


チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 し た と き に 、VFO 周 波数 と 
オフ セッ ト 周 波数 の 100kHZ 未 満 の 切捨て が 起き る と き 
が あり ます 。 


3-4-. メモ リー 書き 込み 


メイ ン 
ダイ ヤル [FUNC1] キ ー 


| [MW] キ ー を 押す 


メイ ンダ イヤ ル で 
メモ リー チャ ン ネ ル 
を 選択 する 


VFO 又は 、 メモ リー モー ド で 「FUNO. 京 灯 中 に [MW] 
キー を 押す と メモ リー 書き 込み か が で きま す 。 

メモ リー チャ ン ネ ル の ほか に も 、 ス キャ ン エ ッ ジ と ARM 
ベー ス も 同様 に し て 書き 込み ます 。 


書き 込み 手 原 
①[FUNO] キ ー を 押す 。(「FUNC」 が 点灯 し ます 。) 
メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 書き 込み た い チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 。 
(メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 は ] 一 8B、 1 し BU、A の 順に 
変化 し ます 
③[MW] キ ー を 押す 。 
注意 ) サブ バン ド 倒 が メモ リー モー ド の 時 は 、 サ ブ バ ンド 
側 の メモ リーチ ャ ン ネ ル は 選べ ませ ん 。 
サブ バン ド 伯 が A 日 MM モー ド の 時 は 、AHM ベ ー ス 
へ の 書き 込み は で きま せん 。 
サブ バン ド 仙 が スキ ャ ン 又は ブラ イオ リティ 中 の メ 
モリ ー 娠 き 込 み は さ れ ま せん 。 


ー4 一 


